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子
ど
も
た
ち
の
た
め
の

三
豊
市
の
学
校
の
あ
り
方

三豊市立学校の適正規模・
適正配置（答申）1

三豊市立学校適正規模・適正配置検討委
員会で審議され、提出された答申の内容（抜
粋）をお知らせします。

市
内
の
学
校
数
は
、
幼
稚
園

子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
の
整
備

は
三
豊
市
に
と
っ
て
最
優
先
さ
れ
る

課
題
で
す
。

全
国
的
に
少
子
化
が
進
む
中
、
三

豊
市
に
お
い
て
も
子
ど
も
の
数
が
減

少
し
、
学
校
が
小
規
模
化
し
て
い
ま

す
。
学
校
の
小
規
模
化
は
教
育
効
果

や
学
校
の
活
力
を
維
持
す
る
上
で
さ

ま
ざ
ま
な
課
題
が
生
じ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

三
豊
市
教
育
委
員
会
で
は
、
三
豊

市
立
学
校
再
編
整
備
の
基
本
方
針
を

策
定
。
今
月
か
ら
、
市
内
各
地
区
で

説
明
会
を
順
次
開
催
し
ま
す
。
皆
さ

ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

三
豊
市
も
、
他
の
自
治
体
と

同
様
に
、
少
子
化
の
進
行
に
よ

り
、
児
童
・
生
徒
数
の
減
少
が

深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
か
ら
50
年
前
の
昭
和
35

年
に
は
、
小
学
校
の
児
童
数

は
1
1,
5
8
5
人
、
中
学
校

の
生
徒
数
は
5,
7
2
7
人

で
し
た
が
、
平
成
22
年
5
月
に

は
、
児
童
数
は
約
3
分
の
1
の

3,
6
6
4
人
、
生
徒
数
は
約

25
年
後
に
は
半
数
に
な
る

三
豊
市
の
児
童
・
生
徒

小
学
校
25
校
の
う
ち

適
正
校
は
わ
ず
か
2
校

4
分
の
1
の
1,
5
5
8
人
に

ま
で
減
少
。【
表
1
参
照
】

さ
ら
に
、将
来
推
計
人
口
（
国

立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究

所
）
に
よ
れ
ば
、
25
年
後
の
平

成
47
年
に
は
児
童
・
生
徒
数
と

も
に
現
在
の
約
2
分
の
1
に
ま

で
減
少
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ

て
い
ま
す
。

答
申
1

答
申
2

町
幼稚園 小学校 中学校

園名 園児数 学級数 校名 児童数 学級数 校名 生徒数 学級数

高瀬

上高瀬 78 4 上高瀬 214 7

高瀬 419 12
勝間 58 3 勝間 204 7

比地二 70 4 比地 178 7
二ノ宮 50 3 二ノ宮 109 6

麻 53 3 麻 126 6

山本

辻 43 3 辻 101 6
学校

組合立
三豊
※2

 431 
(195) 12

河内 15 3 河内 50 6
大野 34 3 大野 127 6
神田 18 3 神田 62 6

三野
大見 72 3 大見 186 6

三野津 252 8下高瀬 58 3 下高瀬 209 6
吉津 57 3 吉津 168 6

豊中 豊中 264 11

桑山 138 6

豊中 291 9
比地大 95 6
笠田 143 6

上高野 132 6
本山 146 6

詫間

松崎 41 3 松崎 168 6

詫間 326 10
詫間 95 6 詫間 499 17
大浜 6 1 大浜 34 5
箱浦 3 1 箱浦 20 5
粟島 休園 粟島 休校 粟島 休校

仁尾
平石 111 6 仁尾 320 12

仁尾 168 6
曽保 12 2 曽保 38 6

財田 財田 88 5
財田上 108 6

和光 102 4
財田中 89 6

合計※1 21園 1,226 73 26校 3,664 168 7校 1,558 49
※ 1 合計数には休園・休校も含みます。三豊中学校は含みません
※ 2 三豊中学校の生徒数欄の (　) 内は三豊市在住の生徒数を表しています

※分校数（高松市 2、さぬき市 1）を含みます

【表 2】市立学校の園児・児童・生徒数、普通学級数一覧
（平成 22 年 5 月 1 日現在）

【表 3】県内市別小学校数（平成 22 年 5 月 1 日現在）

【表 1】園児・児童・生徒数推移

※生徒数に、三豊中学校（三豊市・観音寺市学校組合立）、高瀬のぞみが丘中学校（県立）は含
　んでいません
※園児数については、出生数が減少したものの、幼稚園の保育年数が 1 年から 3 年に段階的に延
　びたことや、保育所入所者の増加などの要因により、ほぼ横ばいとなっています

20
園
、
小
学
校
25
校
、
中
学
校

6
校
（
粟
島
幼
稚
園
・
小
学
校
・

中
学
校
が
休
園
・
休
校
）。
山
本

町
の
三
豊
中
学
校
は
、
三
豊
市
・

観
音
寺
市
学
校
組
合
に
よ
っ
て

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。各
校（
園
）

の
園
児
・
児
童
・
生
徒
数
お
よ

び
普
通
学
級
数
は
【
表
2
・
3
】

の
と
お
り
で
す
。

小
・
中
学
校
の
規
模
は
、
学

校
教
育
法
施
行
規
則
第
41
条
・

第
79
条
で
「
12
学
級
以
上
18
学

級
以
下
を
標
準
と
す
る
」
と
規

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

三
豊
市
の
小
・
中
学
校
を
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特
集
　
三
豊
市
の
学
校
の
あ
り
方
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こ
の
基
準
で
分
類
し
て
み
る

と
、
小
学
校
25
校
の
う
ち
、
適

正
規
模
校
は
詫
間
小
学
校
、
仁

尾
小
学
校
の
わ
ず
か
2
校
で
あ

り
、
小
規
模
校
が
19
校
、
過
小

規
模
校
が
4
校
と
な
っ
て
い
ま

す
。【
表
4
参
照
】

現
在
、
過
小
規
模
の
4
校
に

つ
い
て
は
、
市
費
で
講
師
を
配

置
す
る
な
ど
し
て
、
で
き
る
だ

け
複
式
学
級
（
※
）
の
解
消
を

図
っ
て
い
る
状
況
で
す
。

中
学
校
に
つ
い
て
も
、
6
校

中
、
適
正
規
模
校
は
高
瀬
中
学

校
1
校
の
み
と
な
っ
て
お
り
、

小
規
模
校
が
4
校
、
過
小
規
模

校
が
1
校
と
な
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
過
小
規
模
校
の
和
光
中

学
校
は
全
校
で
4
学
級
と
な
っ

て
お
り
、
近
い
将
来
1
学
年
1

学
級
、
全
校
で
3
学
級
に
な
る

学
校
適
正
規
模
・
適
正
配
置

を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、

学
校
は
子
ど
も
の
学
習
の
場
で

あ
る
と
い
う
教
育
的
観
点
を
第

一
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
学
校
は

地
域
の
文
化
の
拠
点
と
な
る
施

設
で
あ
り
、
精
神
的
支
柱
と
い

う
側
面
も
持
っ
て
お
り
、
地
域

を
無
視
し
て
論
ず
る
こ
と
は
で

町 小学校 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28

高瀬

上高瀬 215 212 208 200 197 201 196
勝間 207 202 183 174 172 161 161
比地 178 188 186 169 179 170 174

二ノ宮 107 112 120 118 117 110 99
麻 125 120 125 123 123 129 128

小計 832 834 822 784 788 771 758

山本

辻 101 102 105 103 112 113 104
河内 46 45 44 50 48 45 42
大野 127 119 106 103 104 99 99
神田 59 54 56 51 45 45 48
小計 333 320 311 307 309 302 293

三野

大見 190 194 195 185 174 173 158
下高瀬 218 200 199 198 195 184 174
吉津 161 153 155 155 144 152 138
小計 569 547 549 538 513 509 470

豊中

桑山 137 141 158 147 141 130 131
比地大 98 101 87 86 80 73 66
笠田 141 136 126 124 118 123 121

上高野 135 123 118 124 115 108 104
本山 146 137 133 126 128 122 117
小計 657 638 622 607 582 556 539

詫間

松崎 162 159 149 154 143 145 142
詫間 504 481 477 456 425 410 384
大浜 36 26 25 25 23 24 22
箱浦 23 22 17 18 16 19 21
小計 725 688 668 653 607 598 569

仁尾
仁尾 322 308 297 280 261 243 222
曽保 41 38 35 32 29 24 20
小計 363 346 332 312 290 267 242

財田
財田上 107 108 109 105 104 107 102
財田中 93 87 94 92 87 86 89
小計 200 195 203 197 191 193 191

合計 3,679 3,568 3,507 3,398 3,280 3,196 3,062

集
団
の
中
で
生
き
る
力
を

培
う
こ
と
が
で
き
る
教
育

環
境
を
作
る
こ
と
が
責
務

地
域
社
会
の
拠
点
と
し
て
の

学
校
も
ふ
ま
え
た
ル
ー
ル

作
り
【
表
7
参
照
】

答
申
3

答
申
4

市
内
の
学
校
の
大
半
を
占
め

る
小
規
模
校
は
、
児
童
生
徒
一

人
ひ
と
り
に
目
が
届
き
、
教
員

や
保
護
者
も
含
め
て
互
い
の
結

び
つ
き
が
深
く
な
る
こ
と
に
よ

り
、
一
体
感
を
持
っ
た
学
校
運

営
が
で
き
る
な
ど
の
良
い
点
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
反
面
、
多
様

な
考
え
方
に
触
れ
る
機
会
や
学

び
あ
い
の
機
会
、
良
い
意
味
で

の
競
争
す
る
機
会
が
少
な
い
た

め
、
た
く
ま
し
く
育
て
る
こ
と

が
難
し
い
と
も
言
え
ま
す
。

本
来
、
学
校
に
は
知
・
徳
・

体
の
基
礎
・
基
本
の
徹
底
に
よ

る
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
教
育
に

よ
り
、
確
か
な
学
力
、
豊
か
な
心
、

【表 4】平成 22年度の三豊市立小・中学校の規模（学校規模の順に掲載）

【表 5】児童数の将来推計（平成 22 年 5 月 1 日現在の住民基本台帳に基づく）

※ 住民基本台帳に基づいて集計しているため、【表 2】の児童数とは一致しない。

※ 三豊中学校は三豊市・観音寺市学校組合立ですが、基準で分類すると上記の規模になります

【表 6】生徒数の将来推計（平成 22 年 5 月 1 日現在の住民基本台帳に基づく）

【表 7】学校適正規模・適正配置の基本的考え方

※ 1　調整区域  ：通学距離などを考慮し、保護者の申請により指定校の変更ができる区域のこと
※ 2　合併特例債：市町村建設計画に基づく事業の財源として、合併後 10 年間に限り、借り入れることができる財政的に有利な地方債

※ 住民基本台帳に基づいて集計しているため、【表 2】の生徒数とは一致しない。
　 三豊中学校は観音寺市在住の生徒を含んでない。

学校規模（学級数） 小学校 中学校
過小規模（1 ～ 5） 箱浦小・大浜小・曽保小・河内小 和光中

小規模（6 ～ 11）

神田小・財田中小・比地大小・辻小・財田上小・二ノ宮
小・麻小・大野小・上高野小・桑山小・笠田小・本山小・
吉津小・松崎小・大見小・下高瀬小・比地小・勝間小・
上高瀬小

仁尾中・三野津中・豊中中・
詫間中・三豊中

適正規模（12 ～ 18） 仁尾小・詫間小 高瀬中

町 中学校 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 H31 H32 H33 H34
高瀬 高瀬 436 447 448 442 421 408 390 413 414 394 375 357 364
山本 三豊 196 195 173 182 173 173 151 147 138 156 162 164 137
三野 三野津 263 268 271 270 286 272 299 261 277 239 252 232 231
豊中 豊中 296 309 329 334 337 329 323 301 293 284 281 263 255
詫間 詫間 343 367 373 367 357 364 358 331 304 295 276 294 274
仁尾 仁尾 173 188 189 201 184 175 162 162 157 150 128 110 92
財田 和光 108 115 100 107 95 100 93 100 103 104 91 90 87

合計 1,815 1,889 1,883 1,903 1,853 1,821 1,776 1,715 1,686 1,622 1,565 1,510 1,440

健
や
か
な
体
を
育
む
と
と
も
に
、

集
団
の
中
で
多
様
な
考
え
方
や

個
性
を
も
つ
児
童
生
徒
が
互
い

に
学
び
あ
い
、
認
め
合
い
、
協

力
し
あ
い
、
時
に
は
競
い
合
い
、

社
会
性
や
協
調
性
を
培
う
こ
と

に
よ
り
、
社
会
の
変
化
に
し
な

や
か
に
対
応
で
き
る
「
生
き
る

力
」
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
市
内
の
学
校

は
今
後
も
小
規
模
化
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
だ
け
に
「
将
来
に

わ
た
っ
て
子
ど
も
が
生
き
る
力

を
培
う
こ
と
が
で
き
る
教
育
環

境
を
保
障
す
る
」
こ
と
は
私
た
ち

市
民
の
責
務
で
あ
り
、
学
校
の
適

正
規
模
・
適
正
配
置
が
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

基
本 三豊市全体に共通する基準を作る

適 

正 

規 

模

三豊市の目指す学校規模（国・県の基準）
・小学校はクラス替えが可能な 1 学年 2 学級以上、6 学年 12 学級以上とする
・中学校はクラス替えが可能な 1 学年 2 学級以上、かつ、主要 5 教科で複数の教員を配置しやすい
　 3 学年 9 学級以上とする
　三豊市の付帯基準
　小学校規模の下限（1 学年単学級、1 学級 20 人、全校 120 人 )
・小学校は、複式学級編制対象校 ( 過小規模校 ) の解消を最優先とする
・幼稚園は就学前教育・保育検討委員会の答申に基づき、望ましい学級数は各年齢 1 〜 2 学級、1 幼    
　稚園の園児数を 80 〜 120 人とする

適 

正 

配 

置

・7 町に最低 1 小学校、1 中学校を基本とする
・通学区域は旧町単位を基本として考える
・地域の実情や通学距離により、調整区域 ( ※ 1) を設けるなど弾力的な運用も検討する
・小学校の通学距離はおおむね 4㎞以内が望ましい。統合により通学距離が 2.5㎞以上になる児童に
　ついては、スクールバス等の通学支援策を講じる
・中学校の通学距離はおおむね 6㎞以内が望ましい。6kmを超える生徒については必要に応じて通学
　支援策を講じる

地 

域 

社 

会

・子どもたちの教育環境整備を最優先に検討するが、学校は地域のよりどころであるので、統合後は
　学校に代わる公民館等のコミュニティ活動の充実を図る
・地域住民の活動の場や地域の活性化・発展のために跡地・施設の有効な活用方法を市全体で総合的        
　に検討する
・学校をむら単位からまち単位へ転換する

財
　
　
政

・効率化より教育環境の整備を優先する
・集約により財政の効率化を図り、浮いた財源を子どもたちの教育に還元する
・既存施設の利用だけでなく、新設校の設置についても検討する
・校舎等建設の場合は、耐用年数、幼稚園等の整備も検討し、財政的、事務的に可能な計画をたてる
・合併特例債 ( ※ 2) の活用も視野に入れ、財政担当と十分に協議する
・経費の公平を図る ( 小規模校、大規模校での児童生徒 1 人当たりの経費の差が大きい )

特
集
　
三
豊
市
の
学
校
の
あ
り
方

※
複
式
学
級 

…
2
学
年
の
児
童
数
の
合
計
が
16
人

以
下
の
場
合
は
複
式
学
級
（
例
：
2
年
生
と
3
年
生
の

合
計
が
16
人
以
下
）、
但
し
、
1
年
生
を
含
む
場
合
は

8
人
以
下
（
1
年
生
と
2
年
生
の
合
計
が
8
人
以
下
）。

見
込
み
で
す
。

平
成
22
年
5
月
1
日
現
在
の

児
童
・
生
徒
数
と
0
～
5
歳
児

数
か
ら
推
計
し
た
将
来
の
児
童
・

生
徒
数
を
み
て
も
、
今
後
、
小

規
模
化
が
ま
す
ま
す
進
行
す
る

こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

【
表
5
・
6
参
照
】
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統
合
に
は
既
存
の
学
校
施
設

を
そ
の
ま
ま
利
用
で
き
る
場
合

と
増
築
が
必
要
な
場
合
、
新
設

校
を
建
設
す
る
場
合
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
要
す
る

期
間
は
先
進
事
例
等
を
参
考
に

設
定
し
ま
し
た
。

1
2
0
人
を
下
回
る
た
め
新

設
校
を
建
設
し
て
統
合
す
る
。

○
財
田
上
小
学
校
と
財
田
中
小

学
校
の
児
童
数
が
3
年
連
続

で
1
2
0
人
を
下
回
る
た
め

新
設
校
を
建
設
し
て
統
合
す

る
。

【
第
3
期
（
H
34
～
38
年
）】

○
吉
津
小
学
校
と
大
見
小
学

校
の
児
童
数
が
3
年
連
続
で

1
2
0
人
を
下
回
る
と
推
測

さ
れ
る
た
め
下
高
瀬
小
学
校

を
含
め
た
3
校
を
統
合
す
る
。

○
比
地
大
小
学
校
と
上
高
野
小

学
校
が
1
期
に
1
2
0
人
を

下
回
る
。
次
い
で
本
山
小
学

校
、
笠
田
小
学
校
、
桑
山
小

学
校
も
2
期
に
1
2
0
人
を

下
回
る
と
推
測
さ
れ
る
。
基

準
に
沿
っ
て
統
合
す
る
と
3

段
階
の
統
合
が
必
要
に
な
る

た
め
、
新
設
校
を
建
設
し
て

5
校
を
一
度
に
統
合
す
る
。

○
松
崎
小
学
校
の
児
童
数
が
3

年
連
続
で
1
2
0
人
を
下
回

る
と
推
測
さ
れ
る
た
め
詫
間

小
学
校
と
統
合
す
る
。

【
第
4
期
（
H
39
～
43
年
）】

○
二
ノ
宮
小
学
校
が
1
期
に

1
2
0
人
を
下
回
る
。
麻
小

学
校
も
2
期
、
勝
間
小
学
校

も
3
期
に
1
2
0
人
を
下
回

る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
基

準
に
沿
っ
て
統
合
す
る
と
2

段
階
の
統
合
が
必
要
と
な
る

た
め
、
新
設
校
を
建
設
し
て

3
校
を
一
度
に
統
合
す
る
。

【
第
5
期
（
H
44
～
48
年
）】

○
比
地
小
学
校
の
児
童
数
が
3

年
連
続
で
1
2
0
人
を
下
回

る
と
推
測
さ
れ
る
た
め
新
設

校
を
建
設
し
て
上
高
瀬
小
学

校
と
統
合
す
る
。

・
小
学
校
の
統
廃
合
は
や
む
を
得
な
い
と
思
う
が
、
そ
れ
に
よ
り
遠

距
離
通
学
児
童
に
は
通
学
支
援
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
校
区
制

を
廃
止
し
て
、
よ
り
近
く
の
学
校
へ
通
学
と
い
う
こ
と
も
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。（
高
瀬
町
・
男
性
）

・
小
規
模
校
で
あ
っ
て
も
高
い
教
育
水
準
を
維
持
し
な
が
ら
学
校
経

営
す
る
こ
と
は
可
能
だ
と
思
う
。
人
間
関
係
面
・
教
育
指
導
面
・

学
校
運
営
面
・
登
校
負
担
面
で
の
比
較
を
し
た
場
合
、
適
正
規
模

に
お
い
て
も
逆
に
デ
メ
リ
ッ
ト
は
多
々
あ
る
。（
豊
中
町
・
男
性
）

・
児
童
数
の
減
少
傾
向
の
み
で
小
学
校
を
統
廃
合
す
る
こ
と
は
反
対

で
あ
る
。（
豊
中
町
・
男
性
）

・
児
童
数
が
少
な
い
学
校
で
は
、
他
の
学
年
と
の
交
流
で
よ
い
経
験

が
で
き
、
協
力
す
る
こ
と
が
学
べ
る
な
ど
、
子
ど
も
達
に
と
っ
て

良
い
学
校
生
活
が
お
く
れ
る
。（
仁
尾
町
・
女
性
）

・
教
師
一
人
当
た
り
の
生
徒
数
が
少
な
け
れ
ば
少
な
い
ほ
ど
、
一
人

ひ
と
り
の
生
徒
に
目
が
行
き
届
き
、
き
め
細
か
い
教
育
が
で
き
る

は
ず
だ
。
財
政
に
重
点
を
置
け
ば
で
き
る
だ
け
大
規
模
な
学
校
が

い
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。（
財
田
町
・
男
性
）

・
学
校
問
題
の
基
本
方
針
が
決
ま
れ
ば
全
市
民
に
説
明
が
あ
る
だ
ろ

う
が
、
早
期
方
針
決
定
・
早
期
説
明
を
お
願
い
す
る
。（
山
本
町
・

男
性
）

2
月
1
日
～
21
日
、「
三
豊
市
立
学
校
の
適
正
規
模
・

適
正
配
置
に
つ
い
て
」
答
申
（
案
）
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
寄
せ
ら
れ
た
意
見
（
抜
粋
）
を

紹
介
し
ま
す
。

・
児
童
・
生
徒
数
の
減
少
を
マ
イ
ナ
ス
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
が
、

少
人
数
ク
ラ
ス
の
方
が
き
め
細
や
か
な
指
導
が
出
来
る
こ
と
を
考

慮
す
れ
ば
、チ
ャ
ン
ス
と
と
ら
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。（
三
野
町・

男
性
）

・
児
童
数
お
よ
び
生
徒
数
が
こ
こ
ま
で
急
激
に
減
少
し
て
い
る
と
は

知
ら
な
か
っ
た
。
学
校
の
適
正
配
置
等
、
学
校
改
革
を
今
や
ら
ね

ば
･
･
･
と
、
強
く
思
う
。（
詫
間
町
・
男
性
）

・
地
域
に
学
校
が
無
く
な
る
と
次
世
代
の
若
者
た
ち
が
土
地
を
離
れ

て
し
ま
い
、
今
以
上
に
過
疎
化
が
進
む
の
で
は
な
い
か
。
ど
こ
の

地
域
も
自
分
達
が
通
っ
た
学
校
が
無
く
な
る
の
は
と
て
も
悲
し
い

と
思
う
。（
詫
間
町
・
男
性
）

・
小
学
校
は
地
域
に
根
ざ
し
た
歴
史
が
あ
り
、
ど
の
地
区
で
も
小
規

模
校
ほ
ど
地
域
住
民
の
貢
献
は
大
き
い
し
、
互
い
に
助
け
合
っ
て

い
る
。
も
っ
と
地
域
と
会
話
を
す
べ
き
で
あ
る
。（
仁
尾
町・男
性
）

・
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
統
合
を
考
え
て
い
る
と
思
う
が
、
本
当
に

子
ど
も
た
ち
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
の
な
ら
学
校
を
残
し
て
ほ
し

い
。（
詫
間
町
・
男
性
）

・
今
の
ま
ま
が
一
番
だ
が
、
複
式
学
級
に
な
る
の
な
ら
統
合
し
た
方

が
、子
ど
も
に
と
っ
て
い
い
よ
う
な
気
が
す
る
。（
仁
尾
町・女
性
）

・
三
豊
市
の
少
子
化
傾
向
は
想
像
を
超
え
る
も
の
で
あ
り
、
現
在
の

小
学
校
を
、
現
在
の
ま
ま
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る

と
の
見
解
は
十
分
理
解
で
き
る
も
の
で
あ
る
。（
仁
尾
町
・
男
性
）

・
ク
ラ
ス
替
え
も
無
く
、
自
分
の
希
望
す
る
部
活
も
で
き
な
い
状
態

は
好
ま
し
い
も
の
で
は
な
い
。
す
べ
て
の
子
ど
も
が
均
等
に
教
育

を
受
け
ら
れ
る
機
会
、環
境
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
希
望
す
る
。（
財

田
町
・
男
性
）

き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
学
校
運
営

経
費
の
多
く
は
公
金
か
ら
賄
わ

れ
て
お
り
、
学
校
運
営
の
効
率

化
や
市
の
財
政
状
況
と
い
う
観

点
も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
市
全
体
に
共
通
し

た
ル
ー
ル
作
り
を
根
底
に
、
適

正
規
模
、
適
正
配
置
、
地
域
社
会
、

財
政
の
4
つ
の
観
点
か
ら
検
討

を
行
い
ま
し
た
。

幼
稚
園
に
つ
い
て
は
平
成
21

年
1
月
に
三
豊
市
就
学
前
教
育
・

保
育
検
討
委
員
会
か
ら
答
申
が

出
さ
れ
、
適
正
規
模
や
通
園
区

な
ど
に
つ
い
て
の
考
え
方
が
示

さ
れ
て
い
る
の
で
、
小
・
中
学

校
に
重
点
を
置
き
審
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

統
合
に
要
す
る
期
間
は

2
～
7
年

児
童
数
が
半
数
に
な
る
25
年
後
、

小
学
校
は
8
校
に

答
申
5

答
申
6

市
内
小
学
校
の
再
編
整
備
の

具
体
的
方
策
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

計
画
は
、
来
年
度
か
ら
5
年

単
位
で
策
定
。
お
お
む
ね
10
年

ご
と
に
見
直
し
期
間
を
設
け
、

児
童
・
生
徒
数
の
状
況
や
社
会

情
勢
を
考
慮
し
て
計
画
の
見
直

し
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

将
来
的
に
、
児
童
数
が
現
在

の
約
半
数
に
な
る
25
年
後
に
は
、

小
学
校
の
数
を
25
校
か
ら
8
校

に
統
合
す
る
案
が
示
さ
れ
ま
し

た
。
各
学
校
の
具
体
的
方
策
は

次
の
通
り
で
す
。

【
第
1
～
2
期
（
H
24
～
33
年
）】

○
箱
浦
小
学
校
と
大
浜
小
学
校

の
複
式
学
級
を
解
消
す
る
た

め
詫
間
小
学
校
と
統
合
。

○
曽
保
小
学
校
の
複
式
学
級
を

解
消
す
る
た
め
仁
尾
小
学
校

と
統
合
。

○
河
内
小
学
校
と
神
田
小
学

校
が
複
式
学
級
編
制
校
と
な

り
、
辻
小
学
校
と
大
野
小
学

校
の
児
童
数
が
3
年
連
続
で

①
既
存
施
設
利
用
統
合

　
　
　
　
　
‥
‥
2
年

②
増
築
統
合
‥
‥
4
年

③
新
設
統
合
‥
‥
7
年

答
申
の
内
容
に
つ
い
て
市
民
に
問
う

　
～
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
～

2

特
集
　
三
豊
市
の
学
校
の
あ
り
方

統合に要する
期間の目安
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5 月 18 日、市教育委員会は『三豊市立学校の適正規模・
適正配置について（答申）』の趣旨を尊重し適正規模、適正
配置を考えるうえで教育的観点を第一に、地域社会、財政等
も考慮し、基本方針を策定しました。

学
校
再
編
整
備
に
つ
い
て
は
、

答
申
で
示
さ
れ
た
適
正
規
模
・

適
正
配
置
の
基
本
的
考
え
方
に

基
づ
き
進
め
て
い
き
ま
す
。

・
小
学
校
は
ク
ラ
ス
替
え
が
可

能
な
1
学
年
2
学
級
以
上
、

6
学
年
12
学
級
以
上

・
中
学
校
は
ク
ラ
ス
替
え
が
可

能
な
1
学
年
2
学
級
以
上
、

か
つ
、
主
要
5
教
科
で
複
数

の
教
員
を
配
置
し
や
す
い
3

学
年
9
学
級
以
上

・
幼
稚
園
の
学
級
数
は
1
学
年

1
～
2
学
級
で
、
1
幼
稚
園

の
園
児
数
は
80
～
1
2
0
人

が
望
ま
し
い

三
豊
市
の
付
帯
基
準

※
小
学
校
規
模
の
下
限
は
、
1

学
年
単
学
級
、
1
学
級
20
人
、

全
校
1
2
0
人
と
す
る
。

※
7
町
に
最
低
1
小
学
校
、
1

中
学
校
を
基
本
と
す
る
。

①詫間小学校、箱浦小学校、大浜小学校 
平成 23 年度より協議を始め、平成 25 年度までに詫間小学校への統合を目指す。

②詫間幼稚園、箱浦幼稚園、大浜幼稚園 
平成 23 年度より協議を始め、平成 25 年度までに詫間幼稚園への統合を目指す。

③仁尾小学校、曽保小学校 
平成 23 年度より協議を始め、平成 25 年度までに仁尾小学校への統合を目指す。

④平石幼稚園、曽保幼稚園 
平成 23 年度より協議を始め、平成 25 年度までに平石幼稚園への統合を目指す。

⑤辻小学校、河内小学校、大野小学校、神田小学校 
平成 23 年度より協議を始め、新設小学校として早期開校を目指す。

⑥辻幼稚園、河内幼稚園、大野幼稚園、神田幼稚園 
平成 23 年度より協議を始め、新設幼稚園として早期開園を目指す。

⑦財田上小学校、財田中小学校 
平成 23 年度より協議を始め、新設小学校として早期開校を目指す。

その他の幼稚園、小学校および中学校については、原則として答申を基本とする。

学校再編整備計画
（1）初期10年間の学校再編整備計画

（2）その他の学校再編整備計画

現
在
、
市
内
に
は
多
く
の
小

規
模
校
が
あ
り
ま
す
が
、
各
校

の
努
力
や
創
意
工
夫
に
よ
り
、

高
い
教
育
水
準
を
維
持
し
な
が

ら
学
校
経
営
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
子
ど
も
未
来
推
進
室

　
☎
62
・
1
1
3
5

三豊市立学校再編整備の基本方針3

望
ま
し
い
学
校
規
模
は

1
学
年
2
学
級
以
上

①
複
式
学
級
編
制
対
象
と
な
る

小
学
校
の
解
消
を
最
優
先
と

す
る
。　

 　
　
　
　
　
　
　

複
式
編
制
対
象
学
級
が
あ
り
、

今
後
児
童
数
の
増
加
が
見
込

め
な
い
小
学
校
に
つ
い
て
は
、

同
じ
町
内
の
近
隣
の
小
学
校

と
統
合
す
る
。

②
全
校
1
2
0
人
未
満
の
小
学

校
を
統
合
し
、
望
ま
し
い
規

模
に
近
づ
け
る
。　
　
　
　

原
則
と
し
て
3
年
間
、
児
童

数
1
2
0
人
を
下
回
る
状
態

が
続
き
、
今
後
、
増
加
が
見

込
め
な
い
小
学
校
に
つ
い
て

は
、
同
じ
町
内
の
近
隣
の
小

学
校
と
統
合
す
る
。

③
校
舎
の
規
模
や
耐
用
年
数
も

考
慮
し
、
今
後
の
計
画
も
見

越
し
た
上
で
、
必
要
に
応
じ

新
校
舎
の
建
設
を
検
討
す
る
。

④
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
1
町

に
1
中
学
校
を
基
本
と
し
て

い
る
の
で
、
当
面
の
間
、
統

合
は
行
わ
な
い
。

⑤
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
小
学

校
の
再
編
整
備
に
あ
わ
せ
て

協
議
を
行
う
。

統
合
が
実
施
さ
れ
る
地
域
に

お
い
て
は
、
地
域
住
民
が
将
来

に
わ
た
っ
て
活
力
の
あ
る
良
好

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
作
り
が
で
き

る
よ
う
、
市
全
体
で
総
合
的
に

検
討
す
る
。

財
政
に
つ
い
て
は
、
合
併
特

例
債
等
の
活
用
も
視
野
に
入
れ
、

財
政
的
に
可
能
な
計
画
を
た
て

る
。 望

ま
し
い
学
校
規
模

見
直
し
期
間

地
域
社
会
と
財
政

再
編
の
進
め
方
と
手
順

子
ど
も
た
ち
の
教
育
を

第
一
に
考
え
て

特
集
　
三
豊
市
の
学
校
の
あ
り
方

し
か
し
、
近
年
の
児
童
、
生

徒
数
の
急
激
な
減
少
は
市
内
の

学
校
の
小
規
模
化
を
ま
す
ま
す

加
速
さ
せ
、
指
導
面
や
運
営
面

の
工
夫
等
、
努
力
だ
け
で
対
応

し
て
い
く
こ
と
が
困
難
と
な
っ

て
き
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。

子
ど
も
た
ち
が
同
世
代
の
多

様
な
考
え
に
触
れ
、
互
い
に
学

び
あ
う
機
会
を
作
り
、
た
く
ま

し
く
育
つ
教
育
環
境
の
整
備
は

最
優
先
さ
れ
る
課
題
で
す
。

市
教
育
委
員
会
で
は
、
検
討

委
員
会
か
ら
出
さ
れ
た
答
申
と
、

教
育
委
員
会
が
策
定
し
た
基
本

方
針
の
内
容
お
よ
び
今
後
の
進

め
方
に
つ
い
て
説
明
会
を
開
催

し
ま
す
。

説
明
会
に
つ
い
て
は
、
関
係

機
関
と
日
程
調
整
の
う
え
、
8

月
か
ら
初
期
10
年
間
の
計
画
に

該
当
す
る
校
区
よ
り
順
次
開
催

す
る
予
定
で
す
。

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

お
お
む
ね
10
年
ご
と
に
見
直

し
期
間
を
設
け
、
児
童
、
生
徒

数
の
状
況
や
社
会
情
勢
を
考
慮

し
て
計
画
の
見
直
し
を
行
う
。

　
児
童
、
生
徒
数
の
激
変
、
個
々

の
計
画
の
大
幅
な
変
更
、
法
改

正
等
の
特
別
な
事
情
が
起
き
た

場
合
に
は
、随
時
見
直
し
を
図
る
。
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平
成
２３
年 
第
2
回　
三
豊
市
議
会
定
例
会

　

平
成
23
年
第
２
回
三
豊
市
議
会
定
例
会
は
、
６
月
10
日
か
ら
29
日

ま
で
の
20
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
平
成
23
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
補
正
予
算

２
件
お
よ
び
三
豊
市
議
会
議
員
の
議
員
報
酬
、
費
用
弁
償
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
な
ど
条
例
11
件
、
動
産
の
買
入
れ
に

つ
い
て
２
件
、
そ
の
他
、
専
決
処
分
議
案
３
件
を
含
め
、
合
計
18
案

件
を
承
認
・
可
決
し
ま
し
た
。

　

人
事
案
件
で
は
４
議
案
、
財
産
区
管
理
委
員
の
選
任
お
よ
び
人

権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て
同
意
し
ま
し
た
。

　

初
日
に
は
、
市
長
・
副
市
長
お

よ
び
教
育
長
の
給
料
な
ら
び
に
議

員
報
酬
の
額
の
減
額
、
動
産
の
買

入
れ
な
ど
に
つ
い
て
、
市
長
か
ら

議
案
の
提
案
理
由
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

一
般
質
問
は
、
14
日
・
17
日
・

20
日
の
３
日
間
行
わ
れ
、
19
人
の

議
員
が
市
政
全
般
に
わ
た
る
質
問

を
行
い
ま
し
た
。

　

各
議
案
の
細
部
に
わ
た
る
審
査

は
、
付
託
さ
れ
た
各
常
任
委
員
会

で
、
総
務
教
育
常
任
委
員
会
21
日
、

建
設
経
済
常
任
委
員
会
23
日
、
民

生
常
任
委
員
会
22
日
に
、
所
管
の

事
項
に
つ
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

29
日
の
最
終
日
に
は
、
所
管
の

委
員
会
に
付
託
し
て
い
た
議
案
の

審
査
結
果
に
つ
い
て
、
各
常
任
委

員
長
か
ら
報
告
が
あ
り
、
採
決
の

結
果
、
18
議
案
す
べ
て
を
委
員
長

報
告
ど
お
り
承
認
・
可
決
し
ま
し

た
。

　

人
事
案
件
に
つ
い
て
は
、
次
の

と
お
り
同
意
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

■
三
野
町
大
見
財
産
区
管
理
委
員

宝
城　
　
　

明　
　

岩
田　
　

秀
樹

藤
田　
　

公
正　
　

齋
藤　
　

滿
德

横
田　
美
智
子　
　

長
尾　
　　

三

加
賀
宇　
由
基

■
三
野
町
下
高
瀬
財
産
区
管
理
委
員

嶋
田　
　
　

勲　
　

真
鍋　
　
　

惠

島
田　
　　

清　
　

関　
　
　

隆
夫

関　
　
　　

博　
　

綾　
　
　

武
幸

関　
　　

正
男

■
人
権
擁
護
委
員　

篠
原　
　

昌
宏
（
高
瀬
町
佐
股
）

詫
間　
　

定
男
（
高
瀬
町
比
地
中
）

木
下　
　
　

実
（
仁
尾
町
仁
尾
）

全
国
市
議
会
議
長
会
表
彰

一
般
表
彰
（
15
年
以
上
在
職
）

　
　

坂
口　

晃
一

一
般
表
彰
（
10
年
以
上
在
職
）

　
　

三
宅　

静
雄　

　
　

香
川　
　

努

　
　

近
藤　

久
志

四
国
市
議
会
議
長
会
表
彰

特
別
表
彰
（
12
年
以
上
在
職
）

　
　

宝
城　
　

明

　
　

横
山　
　

強

　
　

為
広　

員
史

　
　

瀧
本　

文
子

一
般
表
彰
（
８
年
以
上
在
職
）

　
　

小
林　

照
武

　
　

鴨
田　
　

偕

　
　

大
平　

俊
和

　
　

三
木　

秀
樹

　
　

城
中　

利
文

　
　

近
藤　

賢
司

（
町
議
会
議
員
歴
の
１－２
を
勤
続
年
数
に
通
算
）

市
長
・
副
市
長
・
教
育
長
の

　

給
料
、
議
員
報
酬
を

　

７
月
か
ら
引
き
下
げ
へ

議案第74号

議案第76号
〜

専決処分の承認（国民健康保険税条例の一部を改正する条例）

専決処分の承認（平成23年度一般会計補正予算（第1号））

専決処分の承認（税条例の一部を改正する条例） 

予防接種等健康被害調査委員会設置条例の制定

議会議員の議員報酬、費用弁償等に関する条例の一部改正

特別職の職員で常勤のものの給与等に関する条例の一部改正

教育委員会教育長の給与等に関する条例の一部改正

文書館協議会設置条例の一部改正

母子家庭等医療費支給に関する条例の一部改正

老人福祉センター条例の一部改正

児童館条例の一部改正

水道事業給水条例の一部改正

母子健康センター条例の廃止

学校適正規模・適正配置検討委員会設置条例の廃止

動産の買入れ

平成23年度一般会計補正予算（第2号） 

平成23年度介護保険事業特別会計補正予算（第1号） 

動産の買入れ

財産区管理委員の選任（三野町大見財産区・三野町下高瀬財産区）

人権擁護委員候補者の推薦

原案承認（全会一致）

原案承認（全会一致）

原案承認（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（賛成多数）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案可決（全会一致）

原案同意（全会一致）

原案同意（全会一致）

議案第55号

議案第5６号

議案第5７号

議案第5８号

議案第5９号

議案第6０号

議案第6１号

議案第6２号

議案第6３号

議案第6４号

議案第6５号

議案第6６号

議案第6７号

議案第6８号

議案第6９号

議案第7０号

議案第71号

議案第72号

議案第73号

■平成23年第2回三豊市議会定例会　審議結果

※ 議決年月日
　議案第55号～76号（平成23年６月29日）

議

会

日

誌

4
月

19
日

21
日

22
日

26
日

27
日

28
日

10
日

12
日

16
日

19
日

25
日

26
日

27
日

30
日

31
日

5
月

総
務
教
育
常
任
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

議
会・行
財
政
改
革

　
　

調
査
特
別
委
員
会

ま
ち
づ
く
り

　
　

調
査
特
別
委
員
会

総
務
教
育
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

議
会・行
財
政
改
革

　
　

調
査
特
別
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

全
員
協
議
会

県
市
議
会
議
長
会
総
会

民
生
常
任
委
員
会

四
国
市
議
会
議
長
会

総
務
教
育
常
任
委
員
会

ご
み
処
理
問
題

　
　

調
査
特
別
委
員
会

全
国
自
治
体
病
院
経
営

　
　

都
市
議
会

ま
ち
づ
く
り

　
　

調
査
特
別
委
員
会

6
月

3
日

7
日

10
日

14
日

15
日

16
日

4
日

11
日

19
日

27
日

29
日

30
日

17
日

20
日

21
日

22
日

23
日

24
日

7
月

議
会
運
営
委
員
会

定
例
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

定
例
会（一般
質
問
）

議
会
広
報
委
員
会

全
国
市
議
会
議
長
会

市
議
会
議
員
共
済
会

定
例
会（一般
質
問
）

議
会
運
営
委
員
会

定
例
会（一般
質
問
）

総
務
教
育
常
任
委
員
会

民
生
常
任
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

議
会・行
財
政
改
革

　
　

調
査
特
別
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

全
員
協
議
会

定
例
会

議
会・行
財
政
改
革

　
　

調
査
特
別
委
員
会

ご
み
処
理
問
題

　
　

調
査
特
別
委
員
会

三
豊
総
合
病
院
企
業
団
議
会

ま
ち
づ
く
り
調
査
特
別

　
　

委
員
会
視
察
研
修

建
設
経
済
常
任
委
員
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

　
　

視
察
研
修

民
生
常
任
委
員
会
視
察
研
修

議
会
広
報
委
員
会

市
議
会
だ
よ
り

7
日

5
日～

14
日

12
日～

会　派　の　異　動

（平成２３年６月１日現在）
七宝会　川﨑　秀男議員が加入

議
会
運
営
委
員
会

全
員
協
議
会

永
年
勤
続
表
彰
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行
政
組
織
体
制
に
つ
い
て

■問　
目
標
管
理
・
バ
イ
オ
マ
ス
タ

ウ
ン
推
進
室
の
充
実
・
農
業
振
興

課
員
の
充
実
を
す
べ
き
で
な
い
か
。

■答　
来
年
度
か
ら
目
標
管
理
制
度

を
導
入
し
た
い
。

　

バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
推
進
室
は
、

市
長
特
命
組
織
で
、
推
進
室
を
中

心
に
執
行
部
全
体
と
し
て
政
策
の

実
現
に
努
め
た
い
。
農
業
振
興
課

員
の
充
実
は
、
市
が
農
業
振
興
セ

ン
タ
ー
を
独
自
に
設
置
し
、
地
域

の
特
性
を
出
し
て
い
き
た
い
。

市
の
農
業
振
興
に
つ
い
て

■問　
①
農
家
数
・
販
売
農
家
数
・

耕
作
放
棄
地
面
積
の
推
移
②
新
総

合
計
画
の
主
要
事
業
の
実
績
③
生

産
技
術
対
策
④
販
売
流
通
対
策
⑤

三
豊
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
の
設
立

を
問
う
。

■答　
市
の
農
業
の
現
状
は
、
農
家

数
・
販
売
農
家
数
も
減
少
し
て
お

り
、
特
に
耕
作
放
棄
地
が
１
，
３

２
０
ha
も
あ
る
。
三
豊
農
業
振
興

セ
ン
タ
ー
を
立
ち
上
げ
、
多
様
な

農
業
者
の
経
営
安
定
・
農
地
の
保

全
活
用
・
地
域
農
産
物
の
販
売
促

進
の
３
項
目
を
主
題
と
し
て
取
り

組
む
。

公
園
施
設
な
ど
の

　

管
理
・
運
営
に
つ
い
て

■問　
公
園
管
理
の
実
態
を
問
う
。

■答　
系
統
的
に
整
理
で
き
て
い
な

い
状
況
で
あ
る
。

■問　
地
域
の
憩
い
の
場
で
あ
る
農

村
公
園
に
つ
い
て
、
管
理
を
統
一

し
て
は
ど
う
か
。

■答　
公
園
の
使
用
実
態
を
把
握
し
、

地
元
管
理
形
態
を
見
直
し
た
上
で

早
急
に
再
検
討
を
図
り
た
い
。

■問　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
が
、
整

備
・
管
理
を
行
う
公
園
な
ど
が
多

く
あ
る
。
三
野
町
の
前
山
公
園
・

詫
間
町
の
博
智
山
な
ど
。
地
域
に

活
力
を
生
み
出
す
活
動
と
思
う
が
、

市
は
援
助
を
考
え
て
い
る
の
か
。

■答　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
が
、
地

域
の
保
全
活
動
に
積
極
的
に
参

加
・
協
力
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
構
築
と

地
域
へ
の
愛
着
や
郷
土
愛
の
育
成

な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
効
果
が
生
ま

れ
る
と
考
え
る
。
今
後
も
ま
ち
づ

く
り
の
主
役

で
あ
る
市
民

皆
さ
ま
の
保

全
活
動
に
期

待
し
て
い
る
。

災
害
時
の

　

医
療
救
護
計
画
に
つ
い
て

■問　
災
害
・
大
規
模
事
故
な
ど
か

ら
、
地
域
住
民
の
生
命
・
健
康
を

守
る
医
療
救
護
を
ど
う
す
る
の
か
。

■答　
医
療
救
護
体
制
整
備
計
画
で

は
、
目
的
と
し
て
初
期
医
療
体
制
・

後
方
医
療
体
制
な
ど
の
整
備
、
医

薬
品
・
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
確
保
な

ど
を
定
め
て
い
る
。
後
方
医
療
体

制
な
ど
の
整
備
で
は
、
永
康
病
院
・

三
豊
総
合
病
院
・
松
井
病
院
・
岩

崎
病
院
・
橋
本
病
院
・
香
川
井
下

病
院
を
指
定
し
、
協
力
体
制
を
要

請
し
て
い
る
。
医
療
救
護
計
画
で

は
、
現
地
医
療
体
制
・
後
方
医
療

体
制
、
負
傷
者
の
搬
送
、
医
薬
品
・

救
護
資
材
・
機
材
の
確
保
を
う
た

っ
て
い
る
。
要
請
を
受
け
た
場
合

に
は
、
三
豊
・
観
音
寺
医
師
会
は

医
療
救
護
班
を
編
成
し
、
派
遣
す

る
も
の
と
計
画
の
中
で
記
さ
れ
て

い
る
。
医
師
会
・
医
療
機
関
に
は
、

災
害
時
の
医
療
確
保
な
ど
、
負
傷

者
等
の
医
療
救
護
活
動
を
お
願
い

し
て
い
る
。

○
そ
の
他
「
小
学
校
運
動
場
芝
生

化
」、「
韓
国
陜
川
郡
と
の
友
好
都

市
交
流
」
を
質
問
。

市
の
防
災
に
つ
い
て

■問　
土
木
業
者
や
職
員
の
出
動
計

画
に
つ
い
て
、
土
木
の
仕
事
が
減

り
廃
業
す
る
業
者
が
あ
る
が
、
災

害
時
に
出
動
し
て
も
ら
え
る
の

か
？
職
員
数
が
大
幅
に
削
減
さ
れ

て
い
る
が
大
丈
夫
か
？

■答　
市
建
設
業
協
会
と
災
害
時
協

定
を
締
結
し
て
い
る
。
職
員
の
出

動
は
見
直
し
を
し
て
い
る
。

■問　
管
理
で
き
て
い
な
い
小
規
模

た
め
池
や
個
人
所
有
の
た
め
池
の

災
害
対
策
は
？

■答　
管
理
放
棄
の
防
災
上
危
険
な

た
め
池
は
、
小
規
模
た
め
池
緊
急

防
災
対
策
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

市
民
へ
の
周
知
に
努
め
る
。

市
民
の
意
見
反
映
に
つ
い
て

■問　
学
校
統
廃
合
で
は
、「
小
規

模
校
で
も
子
ど
も
に
と
っ
て
い
い

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
」
な
ど
、

給
食
セ
ン
タ
ー
統
廃
合
で
は
、「
配

送
時
間
が
長
く
、
お
い
し
く
な
く

な
る
」
な
ど
の
意
見
が
あ
る
。
財

政
上
問
題
が
あ
っ
て
も
一
度
立
ち

止
ま
り
、
意
見
を
聞
い
て
ほ
し
い
。

■答　
１
番
目
は
子
ど
も
た
ち
、
２

番
目
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
、
財
政

は
ぐ
っ
と
離
れ
て
３
番
目
に
あ
る
。

公
共
施
設
の
木
造
化
に
つ
い
て

■問　
昨
年
公
共
建
築
物
に
お
け
る

木
材
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律

が
施
行
さ
れ
た
が
、
今
後
公
共
施

設
の
建
設
に
当
た
っ
て
、
木
造
化

に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

■答　
今
後
整
備
す
る
公
共
建
築
物

は
可
能
な
限
り
木
造
化
、
内
装
な

ど
の
木
質
化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

児
童
生
徒
の
暴
力
行
為
に
つ
い
て

■問　
県
下
の
児
童
生
徒
に
よ
る
暴

力
行
為
や
不
登
校
件
数
は
最
悪
の

状
況
に
あ
る
。
５
月
11
日
市
内
中

学
校
で
生
徒
の
暴
力
行
為
に
よ
る

逮
捕
事
件
が
起
き
た
。
そ
の
経
緯

と
指
導
の
在
り
方
お
よ
び
生
徒
へ

の
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
問
う
。

■答　
事
件
の
経
緯
は
新
聞
報
道
の

と
お
り
で
あ
る
。
指
導
に
つ
い
て

は
、
生
徒
に
対
し
深
い
愛
情
を
持

ち
親
身
に
な
っ
て
接
し
て
き
た
。

ま
た
、
市
独
自
に
相
談
員
や
警
察

O
B
の
補
導
員
を
配
置
し
取
り
組

ん
で
い
る
。
今
後
は
地
域
の
情
報

も
大
切
に
し
、
見
直
し
を
計
り
な

が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。
生
徒
の

将
来
に
つ
い
て
は
少
し
で
も
よ
く

な
る
よ
う
に
保
護
者
や
学
校
と
一

緒
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
く
。

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
化
に
つ
い
て

■問　
５
年
後
に
新
セ
ン
タ
ー
２
カ

所
に
集
約
す
る
と
い
う
基
本
構
想

だ
が
、
災
害
時
の
炊
き
出
し
対
応
・

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
・
生
ゴ
ミ
の
堆

肥
化
・
栄
養
職
員
の
配
置
・
地
産

地
消
・
民
営
化
の
是
非
な
ど
に
つ

い
て
問
う
。
ま
た
、
市
の
自
校
方

式
給
食
は
全
国
に
誇
れ
る
レ
ベ
ル

に
あ
る
。
自
校
方
式
は
子
ど
も
の

情
操
や
豊
か
な
人
間
性
を
育
て
る

大
き
な
力
に
な
る
と
思
う
が
、
セ

ン
タ
ー
方
式
を
な

ぜ
進
め
る
の
か
問

う
。■答　

災
害
時
対
応

は
基
本
設
計
協
議
の
中
で
検
討
し

た
い
。
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
は
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
策
定
を
検
討
。
生
ゴ
ミ

は
処
理
機
で
堆
肥
化
し
、
学
校
菜

園
で
利
用
。
栄
養
職
員
は
市
独
自

の
配
置
の
検
討
も
。
地
産
地
消
は

農
家
の
組
織
化
と
作
物
量
の
確
保

が
課
題
。
将
来
的
に
民
営
化
の
検

討
も
必
要
と
考
え
る
。

　

セ
ン
タ
ー
方
式
は
、衛
生
・
事
務
・

業
務
管
理
の
集
中
化
が
図
れ
、
安

全
・
安
心
な
給
食
が
提
供
で
き
る

と
考
え
る
。

は
ぷ
ち
ょ
ん

防
災
対
策
に
つ
い
て

■問　
地
震
・
津
波
災
害
防
止
対
策

と
し
て
、
今
後
の
施
策
と
園
児
・

学
童
の
避
難
対
策
を
問
う
。

■答　
自
治
体
や
自
主
防
災
組
織
と

連
携
し
た
防
災
意
識
の
啓
発
を
積

極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、
市
で

は
、
津
波
・
高
潮
被
害
が
想
定
で

き
る
区
域
へ
の
津
波
潮
位
標
識
の

設
置
と
避
難
所
の
標
高
調
査
に
基

づ
く
標
識
の
設
置
を
考
え
て
い

る
。
教
育
委
員
会
で
は
、
防
災
教

育
・
訓
練
の
実
施
、
そ
し
て
自
ら

判
断
で
き
る
子
ど
も
を
育
成
す
る

よ
う
に
今
後
と
も
指
導
し
た
い
。

入
札
に
つ
い
て

■問　
指
名
・
一
般
競
争
入
札
の
営

業
所
認
定
基
準
と
、
今
後
の
指
名

競
争
入
札
の
方
向
性
を
問
う
。

■答　
市
内
に
営
業
所
が
あ
る
市
外

土
木
業
者
が
入
札
に
参
加
す
る
か

ど
う
か
は
、
基
本
的
に
、
土
木
一

式
工
事
は
、
市
の
入
札
参
加
者
の

選
定
等
取
扱
要
領
で
、
一
般
競
争

入
札
の
対
象
工
事
を
定
め
て
い

る
。
市
の
建
設
工
事
指
名
競
争
入

札
に
お
け
る
指
名
業
者
選
定
に
当

た
っ
て
は
、
今
後
と
も
公
正
・
公

平
と
透
明
性
の
確
保
に
努
め
る
。

災
害
情
報
の
携
帯
配
信
に
つ
い
て

■問　
災
害
情
報
の
携
帯
配
信
「
エ

リ
ア
メ
ー
ル
」
を
導
入
し
て
は
。

■答　
実
施
自
治
体
に
問
合
せ
し
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
仮
称
）
三
豊
市
新
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
の
基
本
構
想
に
つ
い
て

■問　
基
本
構
想
で
は
、
市
内
２
カ

所
の
セ
ン
タ
ー
化
構
想
と
な
っ
て

い
る
。
国
の
食
育
基
本
法
や
食
育

推
進
計
画
で
は
セ
ン
タ
ー
方
式
よ

り
も
、
単
独
調
理
場
の
自
校
方
式

が
望
ま
し
い
と
い
う
記
述
が
あ
る

が
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

■答　
セ
ン
タ
ー
方
式
・
自
校
方
式

両
方
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト

を
考
え
て
出
さ
れ
た
の
が
答
申
で

あ
り
、
教
育
委
員
会
と
し
て
一
つ

の
方
向
性
を
出
し
て
い
き
た
い
。

■問　
旧
詫
間
町
内
は
自
校
方
式
が

多
く
、
新
し
い
施
設
も
あ
る
。
今

あ
る
施
設
を
な
ぜ
有
効
利
用
し
な

い
の
か
。

■答　
新
し
い
施
設

も
あ
る
が
、
基
本

構
想
で
動
い
た
時

に
自
校
方
式
で
は
、

栄
養
教
諭
が
つ
か
な
い
な
ど
付
帯

的
要
素
が
入
る
と
考
え
て
い
る
。

ご
み
処
理
施
設
整
備
に
つ
い
て

■問　
ご
み
処
理
施
設
の
整
備
に
対

す
る
姿
勢
と
考
え
方
を
問
う
。

■答　
市
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
コ
ン

セ
プ
ト
と
し
て
「
循
環
型
環
境
都

市
三
豊
」
を
掲
げ
、
ご
み
を
資
源

と
し
て
循
環
す
る
ま
ち
の
実
現
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
事
業

展
開
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、

家
庭
か
ら
出
さ
れ
る
燃
え
る
ご
み

は
バ
イ
オ
マ
ス
と
捉
え
、
バ
イ
オ

マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
に
よ
り
、
こ
れ

を
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
循
環
さ
せ

る
方
式
に
よ
っ
て
行
う
こ
と
を
提

案
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
施

設
に
対
す
る
考
え
方
も
、
ご
み
処

理
場
で
は
な
く
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

セ
ン
タ
ー
と
し
て
位
置
付
け
て
い

る
。
こ
の
方
向
性
は
、
今
回
の
東

日
本
大
震
災
後
に
発
生
し
た
日
本

全
国
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
か
ら
も

間
違
っ
て
い
な
い
と
確
信
し
て
い

る
。
実
現
化
に
つ
い
て
は
、
技
術

は
民
に
あ
る
こ
と
を
前
提
に
、
民

間
活
力
を
最
大
限
に
導
入
し
、
地

域
産
業
の
育
成
振
興
を
図
る
こ
と

と
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

○
そ
の
他
「
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
」

を
質
問
。

危
険
な
老
朽
た
め
池
の

　
　

防
災
管
理
に
つ
い
て
問
う

■問　
市
内
の
た
め
池
の
数
と
危
険

な
老
朽
た
め
池
の
数
を
問
う
。
未

調
査
の
場
合
に
は
調
査
の
予
定
時

期
に
つ
い
て
も
問
う
。
中
山
間
地

域
外
の
た
め
、
従
来
不
利
と
な
っ

て
い
た
詫
間
町
地
内
へ
の
補
助
率

の
良
い
事
業
へ
の
採
択
条
件
な
ど

に
つ
い
て
、
併
せ
て
、
個
人
所
有

の
老
朽
た
め
池
埋
め
立
て
工
事
へ

の
可
能
性
に
つ
い
て
も
問
う
。

■答　
市
内
に
は
、
個
人
池
を
含
め

２
，
９
０
３
カ
所
の
う
ち
、
公
有

名
義
が
１
，
３
９
８
カ
所
あ
り
、

県
の
老
朽
た
め
池
資
料
に
よ
る

と
、
222
カ
所
の
老
朽
た
め
池
が
あ

る
。
実
態
調
査
に
つ
い
て
は
次
年

度
で
の
対
応
を
検
討
す
る
。
補
助

率
の
良
い
県
営
事
業
が
適
用
と
な

る
が
、
詫
間
地
区
の
場
合
、
対
象

と
な
る
複
数
た
め
池
の
実
質
受
益

面
積
の
合
計
が
10
ha
以
上
の
要
件

を
満
た
す
こ
と
に
留
意
す
る
必
要

が
あ
る
。
個
人
所
有
の
老
朽
た
め

池
の
埋
め
立
て
は
可
能
で
あ
る

が
、
二
次
災
害
の
誘
引
と
な
ら
な

い
よ
う
市
土
地
改
良
課
と
の
十
分

な
事
前
協
議
が
必
要
で
あ
る
。

防
災
対

■■■
地

と
し
て

学
童
の
避

■■■
自

連
携
し

極
的
に

は
、
津
波

き
る
区

設
置
と

づ
く
標

る
。
教
育

育
・
訓
練

判
断
で

よ
う
に
今

入
札
に

■■■
指

業
所
認

競
争
入
札

■■■
市

土
木
業

ど
う
か

式
工
事

選
定
等

入
札
の

る
。
市

札
に
お

た
っ
て

市 政 に 対 す る 一 般 質 問
行
政
組
織

■■■
目
標

■ウン
推
進

課
員
の
充

■■■
来
年

■を導
入
し

バ
イ
オ

市
長
特
命

心
に
執
行

実
現
に
努

員
の
充
実

ン
タ
ー
を

の
特
性
を

市
の
農
業

■■■
①
農

■耕作
放
棄

合
計
画
の

産
技
術
対

三
豊
農
業

を
問
う
。

■■■
市
■数・

販
売

り
、
特
に

２
０
ha
も

セ
ン
タ
ー

農
業
者
の

全
活
用

進
の
３
項

組
む
。

6月定例会の一般質問は、6月14日・17日・20日の3日間行われ、市政全般にわたる諸問題について19人の議員が質問しました。
　（原稿は質問者本人が書いています）

川
﨑
秀
男
議
員

宝
城
　

明
議
員

為
広
員
史
議
員

西
山
彰
人
議
員

前　

川　
　

勉
議
員

横
山
　

強
議
員

浜
口
恭
行
議
員

山
本
　

明
議
員

小
林
照
武
議
員

瀧
本
文
子
議
員



一
般
質
問

委
員
会
審
査

市
議
会
だ
よ
り

委
員
会
審
査

一
般
質
問
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総
務
教
育
常
任
委
員
会
　

６
月
21
日
開
催
の
総
務
教
育

常
任
委
員
会
に
は
、
８
議
案
が

付
託
さ
れ
審
査
し
た
。

被
災
者
支
援
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

■問　
災
害
時
に
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

円
滑
に
提
供
可
能
に
す
る
同
シ
ス

テ
ム
の
導
入
を
問
う
。

■答　
観
音
寺
市
や
関
係
部
署
と
協

議
し
早
期
に
検
討
、
結
論
を
出
す
。

■問　
災
害
時
の
障
害
者
へ
の
対
応
、

ス
ト
ー
マ
と
専
用
ト
イ
レ
備
蓄
に

つ
い
て
の
考
え
を
問
う
。

■答　
要
援
護
障
害
者
の
緊
急
受
入

先
と
し
て
福
祉
施
設
と
協
定
を
結

ん
で
い
る
。
備
蓄
用
品
は
確
認
し

今
後
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

動
物
介
在
療
法
に
つ
い
て

■問　
命
を
大
切
に
し
、
殺
処
分
減

少
を
目
指
し
て
の
啓
発
、
介
護
予

防
や
リ
ハ
ビ
リ
に
貢
献
す
る
動
物

介
在
療
法
推
進
に
つ
い
て
問
う
。

■答　
22
年
度
は
犬
211
頭
、
猫
135
匹

が
殺
処
分
と
な
り
、
飼
い
主
は
責

任
を
持
っ
て
飼
育
を
お
願
い
し
た

い
。
動
物
介
在
療
法
は
介
護
サ
ー

ビ
ス
事
業
者
協
議
会
で
話
し
合
う
。

期
日
前
投
票
手
続
の
簡
素
化

■問　
入
場
券
の
裏
面
に
宣
誓
書
を

印
刷
し
、
期
日
前
に
投
票
し
や
す

い
制
度
改
善
に
つ
い
て
問
う
。

■答　
高
齢
者
や
障
害
者
の
配
慮
の

点
か
ら
も
検
討
し
て
い
き
た
い
。

『
防
災
計
画
』
『
防
災
教
育
』

■問　
防
災
計
画
見
直
し
と
、
津
波

避
難
マ
ッ
プ
作
成
の
考
え
を
問
う
。

■答　
中
央
防
災
会
議
の
取
り
ま
と

め
を
踏
ま
え
、
県
地
域
防
災
計
画

の
見
直
し
が
計
画
さ
れ
る
が
、
24

年
度
に
な
る
見
込
み
。
市
独
自
で
、

住
民
に
対
す
る
情
報
伝
達
手
段
・

職
員
行
動
計
画
の
整
備
な
ど
、
早

期
に
見
直
し
作
業
に
着
手
す
る
考

え
。
津
波
避
難
マ
ッ
プ
作
成
に
つ

い
て
も
深
く
検
討
し
て
い
く
。

■問　
児
童
生
徒
に
対
す
る
防
災
教

育
お
よ
び
学
校
施
設
の
防
災
機
能

の
現
状
と
課
題
を
問
う
。

■答　
自
ら
の
安
全
を
守
る
自
助
の

確
立
。
自
分
た
ち
が
考
え
た
防
災

訓
練
が
求
め
ら
れ
る
。
危
機
管
理

室
と
ど
う
調
整
し
て
い
く
か
が
今

問
わ
れ
て
い
る
。

業
務
継
続
計
画
に
つ
い
て

■問　
業
務
継
続
計
画
策
定
と
自
治

体
ク
ラ
ウ
ド
推
進
の
考
え
を
問
う
。

■答　
21
年
に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
発
生
を
想
定
し
て
業
務
継
続
計

画
を
作
成
。
自
治
体
ク
ラ
ウ
ド
は

総
務
省
も
推
進
し
て
お
り
、
調
査

を
し
て
い
る
。
全
国
的
な
動
向
を

見
据
え
検
討
し
て
い
く
。

三
豊
ふ
る
さ
と
会
に
つ
い
て

■問　
活
動
状
況
・
今
年
度
予
定
事

業
・
運
営
方
針
を
問
う
。

■答　
関
東
三
豊
市
ふ
る
さ
と
会
は
、

首
都
圏
販
路
開
拓
を
目
的
と
し
た

ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
事
業
・
三

豊
ふ
る
さ
と
大
使
就
任
式
へ
の
参

加
な
ど
、
東
京
開
催
の
三
豊
市
へ

の
事
業
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
、
今
年

度
は
ふ
る
さ
と
帰
省
ツ
ア
ー
・
讃

岐
う
ど
ん
親
睦
の
会
な
ど
を
予
定
。

関
西
で
の
設
立
は
、
大
阪
香
川
県

人
会
・
各
高
校
の
同
窓
会
組
織
の

事
務
局
と
連
携
を
取
り
、
年
内
に

設
立
総
会
を
実
施
し
た
い
。
ふ
る

さ
と
会
の
活
動
か
ら
も
市
の
知
名

度
向
上
や
地
域
振
興
を
図
り
た
い
。

定
住
対
策
事
業
に
つ
い
て

■問　
若
者
定
住
促
進
地
域
経
済
活

性
化
事
業
の
利
用
状
況
お
よ
び
空

き
家
の
利
活
用
を
問
う
。

■答　
若
者
が
安
心
し
て
住
め
る
場

所
整
備
の
一
環
で
あ
る
こ
の
事
業

の
申
請
受
理
件
数
は
６
件
。
倒
壊

の
恐
れ
の
な
い
空
き
家
は
市
内
１
，

０
４
３
件
。
利
活
用
に
は
空
き
家

所
有
者
の
意
向
把
握
が
必
要
。
合

理
的
・
効
果
的
方
法
を
検
討
し
、

対
応
方
針
を
見
出
し
た
い
。

■問　
動
産
の
買
入
れ
に
つ
い
て　

市
消
防
車
両
の
更
新
は
、
現
在
の

機
械
の
性
能
な
ど
か
ら
考
え
る
と
、

２０
年
の
更
新
に
こ
だ
わ
る
必
要
は

な
く
、
ま
た
屯
所
も
そ
こ
に
あ
る

か
ら
と
い
っ
て
、
割
り
当
て
で
順
番

に
配
備
す
る
計
画
と
な
っ
て
い
る
が
、

屯
所
の
統
廃
合
も
含
め
、
思
い
切

っ
た
発
想
の
転
換
の
考
え
は
な
い
の

か
。
ま
た
、
指
名
競
争
入
札
で
６

社
を
指
名
し
た
の
に
、
３
社
が
辞

退
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
現
場
説

明
時
に
こ
の
よ
う
な
問
題
が
起
こ

る
こ
と
に
つ
い
て
、
通
知
文
書
に
書

い
て
い
な
い
の
か
。

■答　
屯
所
数
な
ど
を
見
直
し
て
い

く
こ
と
で
、
現
在
消
防
再
編
計
画

を
団
内
部
で
策
定

中
で
あ
る
。
そ
の

再
編
計
画
に
基
づ

き
、
屯
所
な
ら

び
に
消
防
車
を
配

備
す
る
予
定
で
あ

る
。
今
回
の
７
台

も
今
後
残
す
屯

所
に
配
備
す
る
も
の
で
あ
る
。
消

防
車
の
購
入
は
、
物
品
の
消
防
車

で
指
名
願
い
の
出
て
い
る
県
内
の

事
業
者
６
社
を
指
名
し
て
入
札
を

行
っ
た
。
指
名
競
争
入
札
の
執
行

通
知
書
の
送
付
時
に
、
１
社
に
な

っ
た
場
合
に
は
入
札
を
中
止
す
る

旨
を
う
た
っ
て
い
る
。

■問　
２３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

関
係
部
分　

文
書
館
の
臨
時
職
員

４
人
の
雇
用
に
つ
い
て
、
緊
急
雇

用
補
助
金
が
切
れ
た
後
の
整
備
お

よ
び
将
来
的
な
適
正
人
員
に
つ
い

て
。■答　

こ
れ
か
ら
の
３
年
間
は
内
部

の
文
書
整
理
ま
た
は
外
部
に
見
せ

る
た
め
の
文
書
整
理
を
行
う
予
定

で
あ
る
。
緊
急
雇
用
に
つ
い
て
は
、

当
初
の
人
員
で
は
２
〜
３
年
か
か

る
で
あ
ろ
う
作
業
を
よ
り
早
く
す

る
た
め
に
制
度
を
活
用
し
、
次
の

選
別
作
業
に
早
く
入
ろ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
各
議
案
と
も
慎
重
な
審

査
に
よ
り
原
案
ど
お
り
承
認
ま
た

は
可
決
し
た
。

水
本
真
奈
美
議
員

込
山
文
𠮷
議
員

金
子
辰
男
議
員

三
豊
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

閉
鎖
後
の
ご
み
処
理
に
つ
い
て

■問　
当
施
設
は
、
25
年
3
月
31
日

で
稼
働
終
了
す
る
。
次
期
ご
み
処

理
施
設
の
完
成
ま
で
に
は
２
年
以

上
の
期
間
を
要
す
る
た
め
、
25
年

４
月
１
日
に
は
間
に
合
わ
な
い
こ

と
が
明
ら
か
だ
。
当
施
設
閉
鎖
後

か
ら
次
期
施
設
稼
働
ま
で
の
空
白

期
間
の
対
応
を
問
う
。

■答　
市
民
生
活
に
影
響
が
出
な
い

よ
う
に
、
幾
つ
か
の
選
択
肢
の
中

で
選
択
し
て
確
実
に
行
う
。
そ
の

た
め
に
は
、
災
害
時
の
広
域
総
合

協
力
体
制
の
確
立
が
欠
か
せ
な
い

た
め
至
急
取
り
組
む
。

新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
基
本
構
想

の
方
式
と
〝
弁
当
の
日
〞

の
関
係
に
つ
い
て

■問　
セ
ン
タ
ー
方
式
か

自
校
方
式
か
、
い
ず
れ
の
方
式
で

あ
っ
て
も
、〝
弁
当
の
日
〞と
の
組

み
合
わ
せ
で
、
大
き
な
教
育
効
果

が
期
待
で
き
る
。
教
育
的
観
点
か

ら
の
有
効
な
運
用
の
考
え
を
問
う
。

■答　
単
に
給
食
を
作
る
だ
け
で
な

く
、
食
の
拠
点
と
し
て
学
校
と
家

庭
が
一
緒
に
取
り
組
む
、
食
育
の

推
進
を
根
本
に
し
た
い
と
考
え
る
。

知
名
度
向
上
と

　

イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て

■問　
知
名
度
向
上
に
向
け
、
四
国

の
観
光
・
県
内
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の

拠
点
な
ど
、
位
置
的
な
紹
介
や
三

豊
の
土
地
柄
な
ど
の
紹
介
を
。
ま

た
、
民
間
投
資
が
見
込
め
る
地
域

の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
ど
う
進
め
る

の
か
。
さ
ら
に
、
安
心
安
全
の
た

め
に
旧
町
間
の
水
道
管
接
続
で
消

火
栓
の
機
能
充
実
を
。

■答　
知
名
度
向
上
は
、
企
業
誘
致

や
観
光
な
ど
産
業
の
振
興
・
定
住

促
進
で
重
要
。
観
光
や
ス
ポ
ー
ツ

大
会
の
拠
点
と
し
て
の
位
置
付
け

や
三
豊
の
風
土
な
ど
映
像
で
伝
え

て
い
き
た
い
。
イ
ン
フ
ラ
整
備
は

今
後
、
市
外
の
皆
さ
ん
の
視
点
で

も
事
業
を
展
開
し
た
い
。
消
火
栓

の
充
実
は
、
消
防
団
と
確
認
を
し

て
い
き
た
い
。

■問　
今
回
の
大
震
災
や
世
界
の
経

済
情
勢
か
ら
、
企
業
の
リ
ス
ク
分

散
と
イ
ン
フ
レ
を
懸
念
し
た
資
産

家
の
個
人
投
資
の
時
期
が
来
て
い

る
。
併
せ
て
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
。

■答　
地
域
間
競
争
は
世
界
レ
ベ
ル

で
始
ま
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
の

環
境
整
備
は
重
要
と
認
識
。

原
材
料
支
給
、
道
路
・
舗
装

パ
ト
ロ
ー
ル
事
業
に
つ
い
て

■問　
道
路
・
舗
装
パ
ト
事
業
の
要

望
受
付
か
ら
完
了
ま
で
の
流
れ
は
。

■答　
事
業
箇
所
は
、
自
治
会
の
申

し
出
、
職
員
・
一
般
市
民
・
業
者
の

情
報
提
供
が
あ
っ
た
場
合
に
現
場

確
認
を
行
い
、
当
該
事
業
者
に
市

が
指
示
を
出
し
て
対
応
し
て
い
る
。

■問　
島
嶼
部
・
山
間
地
な
ど
地
理

的
悪
条
件
の
地
域
は
、
不
利
な
扱

い
に
な
っ
て
い
な
い
か
？
ま
た
、

市
全
体
の
実
施
状
況
を
問
う
。

■答　
離
島
へ
の
原
材
料
支
給
は
海

上
運
搬
費
を
認
め
、
道
路
パ
ト
は

市
道
で
あ
れ
ば
島
嶼
部
・
山
間
部

で
も
工
事
を
行
い
公
平
性
は
保
た

れ
て
い
る
。
昨
年
１
年
間
で
、
原

材
料
支
給
252
件
、
機
械
借
り
上
げ

115
件
。
同
一
自
治
会
で
補
助
限
度

額
を
超
え
る
複
数
回
支
給
は
な
い
。

民
生
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

■問　
民
生
・
児
童
委
員
の
中
に
適

格
要
件
第
６
項
【
個
人
の
人
格
を

尊
重…

生
活
上
、
精
神
上
の
秘
密

を
固
く
守
れ
る
こ
と
の
で
き
る

者
】
に
欠
け
る
委
員
が
い
る
の
で

は
な
い
か
？

■答　
そ
の
よ
う
な
委
員
は
い
な
い
。

詫
間
政
司
議
員

藤
田
公
正
議
員

多
田
　

治
議
員

主
な
質
疑
と
答
弁

建
設
経
済
常
任
委
員
会
　

６
月
23
日
開
催
の
建
設
経
済

常
任
委
員
会
に
は
、
２
議
案
が

付
託
さ
れ
審
査
し
た
。

■問　
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部

改
正　

現
在
徴
収
し
て
い
る
「
開

栓
手
数
料
」・「
閉
栓
手
数
料
」
各

３
千
円
を
、
７
月
１
日
か
ら
徴
収

し
な
い
と
い
う
も
の
。
県
内
８
市

で
は
ほ
と
ん
ど
の
自
治
体
が
徴
収

を
し
て
い
な
い
。
徴
収
を
し
な
い
こ

と
に
よ
る
減
収
は
年
間
で
約
300
万

円
な
ど
、
詳
細
な
説
明
を
受
け
、

質
疑
な
し
。

■問　
２３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

関
係
部
分　

農
業
振
興
費
に
お
い

て
、
ア
ラ
イ
グ
マ
な
ど
の
特
定
外

来
生
物
捕
獲
謝
礼
と
し
て
、
報
償

金
の
増
額
補
正
予
算
が
計
上
さ
れ

て
い
る
が
、
現
時
点
に
お
け
る
捕

獲
実
数
と
今
後
の
見
込
み
は
何
頭

か
。

■答　
５
月
末
時
点
で
、
ア
ラ
イ
グ

マ
が
８
頭
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
７
頭
が

捕
獲
さ
れ
て
お
り
、
６
月
に
入
っ

て
も
増
加
傾
向
に
あ
る
。
今
後
の

見
込
み
は
、
昨
年
度
の
実
績
で
あ

る
、
ア
ラ
イ
グ
マ
60
頭
、
ハ
ク
ビ

シ
ン
24
頭
を
上
回
る
も
の
と
予
想

し
て
い
る
。

　

以
上
、
各
議
案
と
も
慎
重
な
審

査
に
よ
り
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

主
な
質
疑
と
答
弁

一般質問一般質問の　の　
項目など項目など

事前事前に
お知らせしていますお知らせしています

一般質問の　
項目など

事前に
お知らせしています

　定例会で行われる一
般質問の日程、質問す
る議員名、質問の項目
を、その前日までに「三
豊市議会ホームページ」
でお知らせしています。
傍聴やインターネット
議会中継を見る際の参
考にしてください。

▲捕獲したアライグマ



一
般
質
問

委
員
会
審
査

16広報 2011年8月2011年8月17 広報

民
生
常
任
委
員
会
　

６
月
22
日
開
催
の
民
生
常
任

委
員
会
に
は
、
10
議
案
が
付
託

さ
れ
審
査
し
た
。

市
民
対
話
集
会
に
つ
い
て

■問　
今
回
５
月
18
日
か
ら
旧
７
町

で
開
催
し
た
市
民
対
話
集
会
に
お

い
て
の
市
民
の
総
参
加
数
が
185
人

で
非
常
に
少
な
か
っ
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
が
、
ど
う
受
け
止
め
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
市
民
対
話
集
会

に
対
し
て
、
今
後
ど
う
取
り
組
ま

れ
る
の
か
市
長
の
考
え
を
問
う
。

■答　
ど
の
会
場
で
も
建
設
的
な
意

見
を
い
た
だ
き
、
有
意
義
な
集
会

で
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
今
後

に
つ
い
て
は
、
２
年
間
を
検
討
し

て
、
具
体
的
な
方
向
を
出
し
て
い

き
た
い
。

防
災
対
策
に
つ
い
て

■問　
災
害
時
に
は
、
い
つ
も
生
活

弱
者
の
高
齢
者
や
身
体
障
害
者
が

数
多
く
被
害
に
あ
う
ケ
ー
ス
が
あ

る
が
、
市
は
災
害
時
要
援
護
者
支

援
制
度
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
の
か
。

■答　
国
の
災
害
時
要
援
護
者
の
避

難
支
援
指
針
を
踏
ま
え
、
要
援
護

者
の
住
居
位
置
図
・
登
録
台
帳
を

作
成
し
、
要
援
護
者
情
報
の
把
握

に
努
め
、
災
害
時
に
は
地
元
自
治

会
長
や
民
生
委
員
に
避
難
行
動
な

ど
の
支
援
を
お
願
い
し
て
い
る
。

原
発
事
故
は
生
活
、
人
生
だ
け

で
な
く
、
地
域
も
奪
う
！

■問　
東
京
電
力
・
福
島
原
発
の
事

故
は
、
放
射
性
物
質
が
放
出
さ
れ

続
け
、
収
束
の
見
通
し
が
立
っ
て

い
な
い
。
原
子
力
発
電
は
、「
使

用
済
み
燃
料
棒
」
の
放
射
能
廃
棄

物
の
処
理
方
法
も
決
ま
っ
て
い
な

い
未
完
成
で
危
険
な
技
術
。
原
発

に
依
存
し
続
け
る
の
で
は
な
く
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
に
舵

を
切
る
こ
と
が
必
要
で
は
。
自
治

体
で
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
・

省
資
源
・
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す

る
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

■答　
昨
年
に
続
き
太
陽
光
発
電
住

宅
補
助
制
度
を
継
続
し
、
公
共
施

設
へ
の
導
入
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。
ま
た
省
電
力
型

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
も
順
次
進
め
た
い
。

学
校
耐
震
化
の
進
捗
に
つ
い
て

■問　
学
校
耐
震
補
強
の
今
年
度
計

画
か
ら
残
さ
れ
た
施
設
は
、
一
時

的
に
で
も
避
難
場
所
に
な
っ
て
い

る
、
古
い
施
設
で
あ
り
改
築
も
待

っ
た
な
し
の
課
題
で
は
な
い
か
。

■答　
昨
年
度
末
の
耐
震
化
率
は
92

％
。
古
い
施
設
は
、
改
築
を
視
野

に
入
れ
計
画
し
た
い
。

市
政
に
大
き
く
影
響
す
る
国
政

と
原
発
、
市
長
の
対
応
を
問
う

■問　
６
月
初
め
、
民
主
・
自
民
の

大
連
立
政
権
構
想
が
急
浮
上
。
民

主
政
治
を
ゆ
が
め
、
危
険
な
こ
の

政
権
に
つ
い
て
の
所
見
は
。
ま
た
、

国
の
補
助
金
カ
ッ
ト
の
動
き
。
幼

稚
園
・
中
学
校
で
の
エ
ア
コ
ン
設

置
に
影
響
は
な
い
の
か
。

　
　
　

国
家
観
の
な
い
大
連
立
は

全
く
危
険
で
反
対
。
ま
た
、
指
摘

の
と
お
り
補
助
金
が
カ
ッ
ト
さ
れ

て
い
る
。
一
定
の
混
乱
を
国
政
も

覚
悟
の
大
き
な
問
題
だ
。

■答　
補
助
金
が
で
な
い
場
合
は
エ

ア
コ
ン
設
置
は
な
い
。

■問　
東
海
・
東
南
海
・
南
海
地
震

の
三
つ
が
連
動
す
れ
ば
、
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
9.0
の
大
地
震
が
予
見
さ

れ
、
か
つ
伊
方
原
発
の
目
下
に
世

界
最
大
級
の
活
断
層
が
あ
り
、
そ

の
地
震
は
直
下
型
の
強
烈
な
揺
れ

で
同
原
発
を
襲
う
。
伊
方
原
発
に

市
民
の
不
安
を
払
拭
す
る
各
種
安

全
策
を
要
求
し
て
は
。

　
　
　

県
市
長
会
な
ど
で
私
も
確

認
も
含
め
発
言
し
て
い
く
。

○
そ
の
他
「
臨
時
職
員
問
題
」、「
統

廃
合
問
題
」、「
防
災
対
策
」
を
質
問
。

■問　
（
健
康
福
祉
部
関
係
）
予
防

接
種
等
健
康
被
害
調
査
委
員
会
設

置
条
例
の
制
定　

健
康
被
害
に
つ

い
て
、
三
豊
市
の
実
態
は
。

■答　
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
肺
炎

球
菌
の
予
防
接
種
を
し
て
い
る
。

三
豊
市
に
事
例
は
な
い
が
、
全
国

で
は
8
件
の
死
亡
事
例
が
あ
る
。

■問　
健
康
被
害
が
出
た
場
合
、
そ

の
手
続
と
流
れ
に
つ
い
て
。

■答　
健
康
被
害
調
査
委
員
会
は
、

そ
の
実
態
を
調
査
・
審
議
し
、
市

長
に
報
告
す
る
。
補
償
は
、
総
合

賠
償
保
険
で
対
応
。
因
果
関
係
は
、

厚
生
労
働
省
の
調
査
検
討
委
員
会

に
な
る
。

■問　
（
市
民
部
関
係
）
動
産
の
買

入
れ
に
つ
い
て　

三
観
広
域
電
算

セ
ン
タ
ー
処
理
と
三
豊
市
単
独
処

理
の
比
較
検
証
は
で
き
て
い
る
の

か
。■答　

今
回
は
、
検
証
は
で
き
て
い

な
い
が
、
シ
ス
テ
ム
設
計
に
経
費

が
掛
か
る
こ
と
や
、
専
門
家
の
養

成
が
必
要
。
次
回
の
更
新
ま
で
に

は
検
証
し
た
い
。

■問　
三
観
広
域
の
デ
ー
タ
な
ど
、

災
害
安
全
対
策
は
。

■答　
三
観
広
域
と
し
て
、
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
デ
ー
タ
を
作
成
し
、
安
全

な
場
所
で
保
管
し
て
い
る
。
ま
た
、

戸
籍
は
法
務
局
に
も
副
本
が
あ
る
。

■問　
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
健
康
福
祉
部
関
係
）
地
域
医
療

検
討
事
業
で
設
置
す
る
「
地
域
医

療
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
」
の
組

織
・
所
掌
事
務
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

■答　
委
員
の
数
は
16
人
程
度
を
予

定
し
、
委
員
に
は
、
市
立
病
院
の

院
長
と
事
務
長
・
診
療
所
の
所
長
・

三
豊
総
合
病
院
・
医
師
会
・
保
健

所
・
県
お
よ
び
香
川
大
学
医
学
部

を
考
え
て
い
る
。
24
年
度
で
、
市

立
の
医
療
機
関
の
整
備
計
画
的
な

も
の
を
樹
立
し
て
い
き
た
い
。

　

以
上
、
各
議
案
と
も
慎
重
な
審

査
に
よ
り
原
案
ど
お
り
承
認
ま
た

は
可
決
し
た
。
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鴨
田
　

偕
議
員

岩
田
秀
樹
議
員

三
木
秀
樹
議
員

主
な
質
疑
と
答
弁

市
長

市
長

　

市
内
に
は
、
た
め
池
が
多
数
あ
り
、
ま

た
、
台
風
や
大
雨
で
増
水
し
た
川
や
波
の

高
い
海
辺
な
ど
で
遊
ん
で
い
て
事
故
に
あ

う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

水
遊
び
は
必
ず
大
人
と
一
緒
に
安
全
な

場
所
で
遊
ぶ
な
ど
、
水
難
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

春
の
叙
勲
お
よ
び
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
の
発
表
が
あ
り
、

三
豊
市
か
ら
は
次
の
皆
さ
ん
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

　

平
成
23
年
7
月
1
日
付
け
で
、
次
の
方
が
人
権
擁
護
委
員
と

し
て
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　

（
敬
称
略
）

▼
問
い
合
わ
せ　

三
豊
警
察
署　

☎
72
・
0
1
1
0

▼
問
い
合
わ
せ　

人
権
課　

☎
73
・
3
0
0
8

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

丸
岡　

有
美
子
（
三
野
町　

新
任
）

大
矢
根　

節
子
（
仁
尾
町　

再
任
）

人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

春
の
叙
勲

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

◆
瑞
宝
双
光
章

【
行
政
相
談
功
労
】

　

十
鳥　

茂
義
（
豊
中
町
）

◆
瑞
宝
単
光
章　

【
消
防
功
労
】

　

安
藤　

三
德
（
高
瀬
町
）

　

小
山　
　

昇
（
豊
中
町
）

　

藤
原　

俊
治
（
高
瀬
町
）

　
◆
瑞
宝
単
光
章

【
防
衛
功
労
】

　

冨
田　

光
義
（
詫
間
町
）

ふるさと納税ふるさと納税

と

～ふるさと三豊への想いを
　　　　　届けてください～

　ふるさと納税とは、ふるさと（応援したい、貢献したいと思う三豊市などの地方公共
団体）への寄附のことで、所得税と住民税から一定額の控除を受けられる制度です。

【平成22年度ふるさと三豊応援寄附の活用状況】
　平成22年度に皆さまからいただいた寄附金は、平成23年度において次の事業に活用させていただいています。心
からお礼申し上げます。　【寄附の件数】19件（複数の事業に指定可）　【寄附の総額】2,105,000円

　寄附金は、1件5,000円から受け付けます。3万円以上の寄附金をいただいた市外在住の人へは、感謝の気持ちと
して「ふるさと三豊のフルーツ」をお贈りします。
　寄附申込書は、市ホームページからダウンロードいただくか、お電話いただければ送付します。納付方法は、郵
便振替・市指定の納付書・現金書留による払い込みのいずれかの方法でお願いします。

事業名 内　　容 件数
（件） 金額（円） 充　当　先

事業名 金額（円）

遺児年金支給事業
　遺児年金

豊かな自然の中で子どもたち
が成長できるよう、教育や子
育て支援を充実する
森林や河川など、水と緑にあ
ふれたふるさとの自然保護に
努める
安心して生き生きと楽しい生
活が送れるように、健康づく
りを促進する
市民主体のスポーツ活動や文
化芸術活動の促進と機会の
充実に努める
ふるさとを元気にするため、
地域の特性を生かしたイベン
トや商工業の振興を支援する

市ふるさと会運営事業
　ふるさと会運営
定住促進事業
　定住施策の助成事業

5

4

1

0

1

8

1,270,000

130,000

30,000

0

30,000

645,000

1,270,000

130,000

30,000

0

30,000

300，000

345,000

観光資源管理費
　自然海浜清掃費

敬老会事業
　敬老会

観光振興事業
　まつり等

申し込み・問い合わせ　秘書課　☎73－3001▼

市
内
に
は
、
た
め
池
が
多
数
あ
り
、
ま

た
、
台
風
や
大
雨
で
増
水
し
た
川
や
波
の

高
い
海
辺
な
ど
で
遊
ん
で
い
て
事
故
に
あ

う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

水
遊
び
は
必
ず
大
人
と
一
緒
に
安
全
な

場
所
で
遊
ぶ
な
ど
、
水
難
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ

三
豊
警
察
署

☎
72
・
0
1
1
0

▼
問
い
合
わ
せ

人
権
課

☎
73
・
3
0
0
8

水
難
事
故
に
注
意
！

ふるさとの教育・
子育て支援事業

１．

ふるさとの自然
環境保全に関す
る事業

2．

ふるさとの父母
のための福祉に
関する事業

3．

ふるさとのスポー
ツ・文化振興に関
する事業

4．

ふるさとのにぎ
わい創出に関す
る事業

5．

その他市長が必
要と認める事業
（ふるさと応援
事業）

6．
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1作品作りにデジカメを使う
2廃材を集めてアートにする
ワークショップ3子どもたち
が参加したミラーボール作り
4粟島中学校講堂にある島民
の芸術家応援アート5孫のた
めに作ったつくもがみ6運営
委員会の皆さんが縁の下の力
持ち7ワークショップ参加者
の作品も展示される8滞在期
間中市内外から多勢の人が訪
れました9島の竹を作品に

粟島、小豆島アーティスト・イン・レジデンス招へい作家の“島”をテーマに制
作した作品鑑賞クルージングと島ならではの食事を楽しむツアーを開催します。作
品に込めた思いをアーティストに聞きながら、夏の瀬戸内海をクルーズしましょう。

日　時 ： 8月17日（水）　　参加料  ： 中学生以上7,800円　小学生以下5,800円
コース ： 詫間港宮ノ下桟橋（8:30発）→粟島港→粟島芸術家村作品鑑賞→小豆島ふるさと村芸術作品鑑賞（昼食）→
　　　　 アート・ツアーバスで三都半島一円の芸術家村作品鑑賞→粟島港（18:40頃着）→宮ノ下港（19:10頃着）

アーティストとめぐる

▶申し込み・問い合わせ　三豊市観光協会　☎ 56ー9121

粟島・小豆島芸術家村作品鑑賞クルーズ

1作品作
2廃材を

私たちは
、4カ月

の滞在の
中で感じ

た

私たちは
、4カ月

の滞在の
中で感じ

た

粟島を作
品にして

無事発表
すること

がで

粟島を作
品にして

無事発表
すること

がで

きました
。成果発

表会には
、多くの

人が

きました
。成果発

表会には
、多くの

人が

島に来て
くださり

、少しだ
け島の皆

さん

島に来て
くださり

、少しだ
け島の皆

さん

に恩返し
できたの

かなと思
います。

に恩返し
できたの

かなと思
います。

島民の皆
さんの温

かいおも
てなしの

心

島民の皆
さんの温

かいおも
てなしの

心

に包まれ
た生活の

中で創っ
た作品た

ちは、

に包まれ
た生活の

中で創っ
た作品た

ちは、

これから
も島の人

たちと一
緒に生き

続け

これから
も島の人

たちと一
緒に生き

続け

ていきま
す。

ていきま
す。

これから
は

これから
は粟島で

の想い出
を胸に

粟島での
想い出を

胸にそれそれ

ぞれのフ
ィールド

で創作活
動を続け

てい

ぞれのフ
ィールド

で創作活
動を続け

てい

きます。きます。

たくさん
の想い出

をありが
とう。

たくさん
の想い出

をありが
とう。

三豊市の
皆さんへ

三豊市の
皆さんへ

戸田祥子戸田祥子

ルカ　ロ
ーマ

ルカ　ロ
ーマ

ロザノ　
キャサリ

ン
ロザノ　

キャサリ
ン

島
で
暮
ら
し

島
の
こ
こ
ろ
に
触
れ

感
謝
の
気
持
ち
を
作
品
に

そ
れ
が
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス

粟島芸術家村 -Artist in Residence-

粟島芸術家村 -Artist in Residence-

9

5

24 3

1

8
7

6



デイリー版ほっとニュースは市ホームページで

幼稚園児が一日保護観察官に

頭を使って楽しく認知症予防

田植えの前のひと遊び

大阪でブドウのトップセールス

第10回高瀬
空射矢まつり

お兄ちゃん、お姉ちゃんと楽しいプール遊び

ベビーマッサージでリラックス

世界で1つの作品を完成

おいしそうな夏野菜がいっぱい
/
9
6

/
26
6/

12
7

/
23
6

/
24
6

/
1
7

/
28
6

/
14
7

第 61回社会を明るくする運動出発式が高瀬町農村環境改
善センターで行われました。一日保護観察官の委嘱を受けた
麻幼稚園の大西俊輔くんと高木翠さんが、法務大臣と県知事
のメッセージを市長に伝達しました。

地域包括支援センターの認知症予防講座「脳きらり教室」
が仁尾町文化会館で行われました。頭と体を使って、楽しく
遊びながら脳を働かせる「脳きらり教室」は、毎回人気の教
室で毎月各地区で開催しています。

二ノ宮幼稚園の園児が田んぼで泥んこ遊びをしました。バ
シャバシャと水をはね、友だちと競争したり、座り込んで足
に泥を乗せたり、寝そべったり…と先生や友だち、地域の人
たちと一緒に元気いっぱい遊びました。

平成 23年産ブドウの本格的な出荷を前に市長が大阪市中
央卸売市場でトップセールスを行いました。ブドウ生産者や
ＪＡ香川県関係者も同行し、主力品種のピオーネを配り、今
年産の出来栄えをせり人や買参人にＰＲしました。

40連 1,500 人の踊り子が集結して、第 10回高瀬空射矢まつりが三豊市役所周辺で開催されました。
第 10回記念として茶摘み音頭の流し踊りが復活。市歌をアレンジした「七宝のかぜ」よさこいバー
ジョンの披露やバンドライブなど、熱気を帯びた 2日間の幕が閉じました。

来年1年生になる詫間幼稚園と須田保育所の子どもたち38
人が詫間小学校 5年生の児童とプール交流を行いました。来
年からお世話になるお兄ちゃんやお姉ちゃんと遊んだプール
はとても楽しいとはしゃいでいました。

高瀬地域子育て支援センターでベビーマッサージ教室が行
われました。お母さんは赤ちゃんの背中をさすったり、手を
伸ばしたり、足の裏をもんだりと簡単にできるマッサージで
赤ちゃんと楽しくふれあいました。

仁尾小学校で佐伯榮一さんと河野邦義さんによる陶芸教室
が行われました。児童は初めての道具に触れ、慣れない手つ
きでコーヒーカップを作成しました。秋に色付をし、世界で
1つの作品が完成します。

上高野小学校 2年生と笠田高校農産科学科 3年生が「生ご
みリサイクル元気野菜作り」で育てた夏野菜を収穫しました。
生ごみたい肥で土作りをして育てた野菜は格別で、この日は
ピザを作っておいしくいただきました。

地域のためにカーブミラー清掃

迅速連携は
防災訓練から

/
5
7

高三人研推進委員会の皆さんが、今年度はじ
めて通学路にあるカーブミラーの清掃に取り組
みました。高い所は脚立を使い約１時間の清掃
で高瀬町と三野町内のカーブミラーはすっかり
きれいになりました。

第 6 回三豊市建設
業協会安全・防災訓練
が詫間町市民運動場近
くの広場で行われまし
た。災害時の支援復旧
活動を迅速に行えるよ
うにと毎年実施。市と
建設業協会が迅速に連
携出来るように、連絡
体制も確認しました。

/
24
6

/
16・17
7



「中四国・瀬戸内クルージングサミット」開催
　中四国・瀬戸内クルージングサミットが新居浜マリーナ
で開催されました。「海の路」としての瀬戸内海を見直し、
「海辺の文化」を創造することで、関係市相互の連携や地
域の活性化を図ることを約束しました。

　落語家の笑福亭学光氏を迎えて「笑って笑ってお元気
に」と題した介護予防講演会がマリンウェーブで行われま
した。自身の体験談を含めながら、身振り手振りで話し、
参加している人は終始笑いに包まれていました。

笑った笑った介護予防講演会

3
7/

25
6/

29
6/ カレーパーティーで交流会

　財田里山ビオトープで空中田植えなど環境活動体験が行
われました。空中田植えのほか、貴重植物の繁殖を図るた
め、植物を分けて湿地帯に移したり、昆虫や水生生物など
を採取し、名前を調べる自然観察会も行いました。

ビオトープで空中田植え

　比地二幼稚園児と比地小学校の１年生が「カレーパーテ
ィー」をしました。5歳児が自分たちで植えた野菜を使っ
てカレーを作り、1年生を園に招待したもので、小学生ら
しくなった1年生をまぶしそうに見ていました。

18
6/

22広報 2011年8月2011年8月23 広報

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
ご
案
内

同
和
問
題
啓
発
強
調
月
間

　
　
　

三
豊
市
人
権
・
同
和
問
題
講
演
会

　

特
別
児
童
扶
養
手
当
は
、
身
体
や
精
神
に
障
が
い
の
あ
る

児
童
を
育
て
て
い
る
人
に
支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

　

福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
へ
必
要
書
類
を
添
付
し
て
、
認
定

請
求
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

20
歳
未
満
で
身
体
ま
た
は
精
神
に
重
度
ま
た
は
中
度
以
上

の
障
が
い
を
お
持
ち
の
子
ど
も
を
、
監
護
し
て
い
る
父
も
し

く
は
母
、
ま
た
は
養
育
者
。

● 

受
給
資
格
者

　

毎
年
8
月
に
「
所
得
状
況
届
」
を
市
役
所
に
提
出
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
8
月
上
旬
に
、
受
給
資
格
者
へ
所
得

状
況
届
に
関
す
る
通
知
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
内
容
を
確
認

し
、
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

法
務
省
の
見
解

　

「
同
和
問
題
は
怖
い
問
題
で
あ
る
」
と
い
う
意
識
が
な
お
根
強
く

残
っ
て
い
る
こ
と
に
乗
じ
、
同
和
問
題
を
口
実
と
す
る
不
当
な
要
求
、

不
当
な
行
為
な
ど
の
え
せ
同
和
行
為
が
横
行
し
、
大
き
な
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
る
が
、
え
せ
同
和
行
為
は
こ
れ
ま
で
為
さ
れ
て
き
た
啓

発
の
効
果
を
一
挙
に
覆
し
同
和
問
題
に
対
す
る
誤
っ
た
意
識
を
植
え

付
け
る
大
き
な
原
因
と
な
っ
て
い
る
。

　

（
「
え
せ
同
和
行
為
対
策
大
綱
」
抜
粋
）

（
※
注
）
2
0
1
0
年
1
月
、

岡
山
県
警
は
恐
喝
容
疑
で
8

人
を
逮
捕
し
ま
し
た
。
同
和

団
体
名
を
名
乗
っ
て
「
買
わ

な
い
と
若
い
者
が
行
く
ぞ
」

な
ど
と
電
話
で
脅
し
、
1
冊

5
〜
6
万
円
で
図
書
を
押
し

売
り
し
て
い
ま
し
た
。
全
員
、

同
和
団
体
と
は
無
関
係
の
出

版
社
員
で
し
た
。

● 

所
得
状
況
届

● 

手
当
を
受
け
る
に
は

● 

手
当
月
額
（
平
成
23
年
4
月
現
在
）

　

1
級
（
重
度
障
害
児
）
5
0,
5
5
0
円

　

2
級
（
中
度
障
害
児
）
3
3,
6
7
0
円

※
所
得
に
よ
り
手
当
の
支
給
が
停
止
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。

● 

受
給
で
き
な
い
場
合

・
児
童
や
、
父
も
し
く
は
母
、
ま
た
は
養
育
者
が
日
本
国
内

に
住
ん
で
い
な
い
と
き

・
児
童
が
、
障
が
い
を
支
給
事
由
と
す
る
公
的
年
金
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
る
と
き

・
児
童
が
児
童
福
祉
施
設
等
に
入
所
し
て
い
る
と
き

▼
問
い
合
わ
せ　

人
権
課　

☎
73
・
3
0
0
8

▼
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　

☎
73
・
3
0
1
5

じ
ん
け
ん
探
訪
17

同
和
を
か
た
る
不
法
行
為

◆
会
社
や
施
設
に
電
話

高額図書の押し売りは、電話が利用され、
先方は連絡先を言わず一方的である

勝手に送り付けられた図書は、分厚い
ボックスケースに入り、とても重い

誤
解
し
て
い
ま
せ
ん
か

◆
図
書
押
し
売
り
へ
の
対
応

センター

▼
問
い
合
わ
せ

少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

☎
62
・
1
1
1
5

少
年
相
談
コ
ー
ナ
ー

相
談
電
話
☎
62
・
1
1
1
6

し
ん　
　
　
　

こ　
　
　
　

き
ゅ
う

心　

子　

救

　

少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
で
は
、子
ど
も
た
ち

の
安
全
を
守
る
た
め
に
、不
審
者
情
報
を

メ
ー
ル
で
一
斉
配
信
し
て
い
ま
す
。

　

次
の
ど
ち
ら
か
の
方
法
で
、メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
登
録
し
、知
り

た
い
情
報
を
選
ぶ
と
、携
帯
電
話
や
家
の
パ
ソ
コ
ン
で
メ
ー
ル
を

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

方
法 

① 

携
帯
電
話
で
次
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
を
読
み
取
り
、
メ
ニ
ュ
ー

の
『
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ

ス
』
か
ら
登
録
。

方
法 
② 
次
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
空
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
。

m
ito
yo
1012@

kk.88island
.jp

【
登
録
方
法
】

QRコード▲不審者情報メール受信画面

▽
不
要
な
場
合
は
「
い
り
ま
せ
ん
」
と
は
っ
き
り
断
っ
て
電

話
を
切
り
ま
す
。
「
い
い
で
す
」
と
か
「
結
構
で
す
」
は

承
諾
し
た
と
み
ら
れ
ま
す
。

▽
契
約
し
て
い
な
い
図
書
を
勝
手
に
送
り
付
け
て
代
金
を
請

求
す
る
の
は
違
法
行
為
で
す
の
で
返
送
（
受
け
取
り
拒

否
）
し
ま
す
。
送
料
は
先
方
負
担
と
な
り
ま
す
。

▽
電
話
で
「
買
う
」
と
言
っ
た
場
合
は
「
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ

フ
」
と
い
う
解
約
制
度
を
利
用
し
ま
す
。
契
約
内
容
を

「
解
約
し
ま
す
」
と
明
記
し
て
内
容
証
明
で
先
方
に
通
知

し
ま
す
。

▽
福
祉
施
設
に
同
和
団
体
を
名
乗
っ

た
電
話
が
か
か
り
「
1
冊
5
万
円

の
本
を
購
入
し
て
ほ
し
い
」
と
要

求
さ
れ
ま
し
た
。

▽
建
設
会
社
に
電
話
が
か
か
り
「
同
和
問
題
の
解
決
に
協
力

し
て
ほ
し
い
。
図
書
を
送
る
の
で
振
り
込
ん
で
ほ
し
い
」

と
要
求
さ
れ
ま
し
た
。
「
い
ら
な
い
」
と
答
え
る
と
突
然

先
方
は
声
を
荒
げ
ま
し
た
。

▽
学
校
や
寺
院
、
個
人
宛
に
も
同
様
な
電
話
が
入
り
、
4
万

円
を
超
え
る
書
籍
の
購
入
要
求
が
あ
り
、
断
る
と
威
圧
的

な
言
葉
遣
い
に
豹
変
し
ま
す
。

▽
他
に
も
交
通
事
故
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
に
か
か
わ
っ
て
、
あ

た
か
も
同
和
関
係
者
で
あ
る
か
の
よ
う
な
ふ
り
を
し
て
威

圧
す
る
ケ
ー
ス
等
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
（
※
注
）

　

そ
の
結
果
、
同
和
地
区
関
係
者
に
対
す
る
否
定
的
な
イ
メ

ー
ジ
が
増
幅
さ
れ
、
問
題
解
決
を
遅
ら
せ
る
大
き
な
原
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
行
為
を
法
務
省
は
「
え
せ
同

和
行
為
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
行
為
者
も
問
題
で
す
が
、

「
同
和
問
題
は
こ
わ
い
こ
と
」
と
誤
解
し
て
避
け
よ
う
と
し

た
り
、
不
法
な
圧
力
や
要
求
に
屈
し
た
り
し
て
い
る
側
に
も

問
題
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

日　

時

8
月
24
日
（
水
）
午
後
2
時
〜
3
時
30
分

場　

所

マ
リ
ン
ウ
ェ
ー
ブ

講　

師

栗
原　

美
和
子　

先
生

（
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ

　

プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
・
作
家
）

テ
ー
マ

｢

橋
は
か
か
る

〜
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
猿
ま
わ
し
芸
人

　
　
　
　
　
　

私
た
ち
夫
婦
に
で
き
る
こ
と
〜
」

※

手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
有
り

すでにすでに約3,0003,000人
　　　が　　　が登録登録！！
すでに約3,000人
　　　が登録！！

不
審
者
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
を
活
用

し
て
い
ま
す
か
？



全国大会出場おめでとう！（全国小学生陸上交流大会）
　全国小学生陸上交流大会に出場する小学生が市長を表
敬訪問しました。100ｍに出場の林貢くん、松浦圭祐くん
は「自己ベストを目指します」と80ｍ障害に出場の山下
和毅くんは「全国でも入賞したい」と思いを伝えました。

　三豊市文書館の開館記念式典が行われました。郷土の
歴史的・文化的価値のある文書や地域資料、刊行物などを
収集し、市民の共有財産として将来に引き継ぐとともに、市
民が閲覧できるように整理・保管しています。

地域文化の発展を支える文書館がオープン

5
7/

26
6/

全国ラージボール卓球大会で優勝

　大浜幼稚園でじゃがいも、玉ねぎ、梅の実の収穫を行い
ました。「やさいえん」では地域の人たちからいただいた
苗を植え、育てています。収穫したじゃがいも・玉ねぎは
みんなでカレーを作り、梅の実は梅干しにする予定です。

やった！おばけ玉ねぎがとれたよ

　「第24回全国ラージボール卓球大会」で、真鍋英雄さん（高
瀬町）が優勝しました。男子シングルス70（70～75歳未満）
のクラスと、男子ダブルス140（合計140歳以上）のクラスで
Ｗ優勝。卓球は真鍋さんの生きがいになっているそうです。

15
6/

9～12
6/
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後
期
高
齢
者
医
療
制
度

限
度
額
適
用
･
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

　
　
　
　
　
　
　
　

（
新
規
申
請
）
の
交
付

ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
制
度
が
開
始

日
常
生
活
用
具
の
給
付
を
し
ま
す

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳
・
精
神
障
害
者
手
帳
を

お
持
ち
の
人
に
福
祉
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

　

今
年
度
の
住
民
税
が
非
課
税
世
帯
の
人
は
、
申
請
す
る
こ

と
に
よ
り
8
月
1
日
以
降
適
用
に
な
る
「
限
度
額
適
用
・
標

準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
認
定
証
を
入
院
時
に
医
療
機
関
等
の
窓
口
に
提
示
す

れ
ば
、
入
院
時
の
一
部
負
担
金
や
食
事
代
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
制
度
の
お
知
ら
せ

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合
は
「
保
険
料
の

免
除
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

所
得
が
少
な
い
な
ど
、
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的

に
困
難
な
場
合
に
は
、
本
人
の
申
請
手
続
き
に
よ
り
保
険
料

の
納
付
が
「
免
除
」
、
「
一
部
納
付
（
一
部
免
除
）
」
、
ま

た
は
「
猶
予
」
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

● 

対　

象

● 

免
除
制
度
は
次
の
3
種
類

・
被
保
険
者
が
属
す
る
世
帯
員
全
員

が
住
民
税
非
課
税
で
あ
る
人
（
区

分
Ⅱ
）

・
被
保
険
者
が
属
す
る
世
帯
員
全
員

が
住
民
税
非
課
税
で
、
世
帯
員
全

員
の
各
所
得
金
額
（
年
金
所
得
は

控
除
額
を
80
万
円
と
し
て
計
算
）

が
0
円
で
あ
る
人
（
区
分
Ⅰ
）

● 

手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
被
保
険
者
証

・
印
鑑

・
平
成
23
年
度
非
課
税
証
明
書
（
本

人
ま
た
は
世
帯
員
が
平
成
23
年
1

月
1
日
に
市
内
に
在
住
し
て
い
な

い
場
合
）

※
手
続
き
は
健
康
課
ま
た
は
各
支
所

で
で
き
ま
す
。

※
平
成
22
年
度
に
認
定
証
の
交
付
を
受

け
、
引
き
続
き
対
象
要
件
を
満
た
し

て
い
る
人
に
は
、
有
効
期
間
を
更
新

し
た
認
定
証
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

8
月
か
ら
「
母
子
家
庭
等
医
療
費
助
成
制
度
」
が
「
ひ
と

り
親
家
庭
等
医
療
費
助
成
制
度
」
と
な
り
、
父
子
家
庭
等
の

父
も
助
成
の
対
象
者
と
な
り
ま
す
。

　

医
療
費
の
助
成
を
受
け
る
た
め
に
は
受
給
資
格
の
登
録
申

請
が
必
要
で
す
。
健
康
課
ま
た
は
各
支
所
で
手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。

● 

対　

象

● 

必
要
な
も
の

● 
助
成
開
始
日

▼
問
い
合
わ
せ　

福
祉
課　

☎
73
・
3
0
1
5

▼
問
い
合
わ
せ　

子
育
て
支
援
課　

☎
73
・
3
0
1
6

▼
問
い
合
わ
せ

　

健
康
課　

☎ 

73
・
3
0
1
4

　

香
川
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
事
務
局　

　

☎
0
8
7
（
8
1
1
）
1
8
6
6

▼
問
い
合
わ
せ

　

市
民
課　

☎
73
・
3
0
0
5

　

善
通
寺
年
金
事
務
所　

☎
0
8
7
7
（
6
2
）
1
6
6
0

▼
問
い
合
わ
せ　

健
康
課　

☎
73
・
3
0
1
4

〜
父
子
家
庭
等
も
対
象
〜

認
定
さ
れ
た
月
の
初
日
か
ら
助
成
さ
れ
ま
す
。

　

小
児
慢
性
特
定
疾
患
治
療
研
究
事
業
の
対
象
疾
病
で
在
宅

療
養
を
し
て
い
る
、
日
常
生
活
を
営
む
の
に
著
し
く
支
障
の

あ
る
児
童
に
、
次
の
日
常
生
活
用
具
を
給
付
し
ま
す
。
（
世

帯
の
課
税
状
況
に
応
じ
た
自
己
負
担
が
必
要
で
す
）

便
器
・
特
殊
マ
ッ
ト
・
特
殊
便
器
・
特
殊
寝
台
・
歩
行
支

援
用
具
・
入
浴
補
助
用
具
・
特
殊
尿
器
・
体
位
変
換
器
・

車
い
す
・
頭
部
保
護
帽
・
電
気
式
た
ん
吸
引
器
・
ク
ー
ル

ベ
ス
ト
・
紫
外
線
カ
ッ
ト
ク
リ
ー
ム
・
ネ
ブ
ラ
イ
ザ
ー

（
吸
入
器
）
・
パ
ル
ス
オ
キ
シ
メ
ー
タ
ー

①
免
除
（
全
額
免
除
・
一
部
納
付
）
申
請

　

本
人
、
世
帯
主
、
配
偶
者
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の

場
合
に
申
請
手
続
き
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付

が
全
額
免
除
ま
た
は
半
額
納
付
な
ど
の
一
部
納
付
と
な
り
ま

す
。
な
お
一
部
納
付
額
が
未
納
の
場
合
、
未
納
と
同
じ
に
な

り
ま
す
。

②
若
年
者
納
付
猶
予
申
請

　

30
歳
未
満
の
人
で
、
本
人
・
配
偶
者
の
前
年
所
得
が
一
定

額
以
下
の
場
合
に
、
申
請
手
続
き
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

③
学
生
納
付
特
例
申
請

　

学
生
で
本
人
の
所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
申
請
す
る

こ
と
に
よ
り
、
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

　

保
険
料
免
除
を
申
請
す
る
人
は
、
年
金
手
帳
お
よ
び
納
付
書
、

印
鑑
、
離
職
票
ま
た
は
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
等
を
持
っ
て
、

市
民
課
ま
た
は
各
支
所
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
確
定
申
告
を
し
て
い
な
い
人
は
、
税
務
課
ま
た
は
各
支
所

で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

※
今
年
転
入
し
た
人
は
、
前
住
所
地
（
平
成
23
年
1
月
1
日

現
在
）
で
の
所
得
証
明
書
が
必
要
で
す
。

　

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童
（
18
歳
到
達
後
最
初
の

3
月
31
日
ま
で
）
に
つ
い
て
、
父
が
そ
の
児
童
を
監
護
し
、

か
つ
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
る
場
合
に
対
象
と
な
り
ま
す
。

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

②
母
が
死
亡
し
た
児
童

③
母
が
重
度
の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る
児
童

④
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な
い
児
童

⑤
そ
の
他
（
母
か
ら
1
年
以
上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童
な

ど
）

● 

対　

象

・
平
成
23
年
7
月
1
日
以
前
1
年
間
、
市
内
に
在
住
し
て
い
る
人
。

・
在
宅
で
生
活
を
し
て
い
る
人
（
障
害
者
施
設
、
老
人
ホ
ー
ム

等
入
所
者
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）  

※
転
出
入
・
死
亡
等
に
よ
り
支
給
に
制
限
が
あ
り
ま
す
。

● 

支
給
額

　

8,
0
0
0
円
〜
1
4,
0
0
0
円
（
年
額
）

・
障
が
い
の
種
類
や
程
度
ま
た
は
年
齢
に
よ
り
支
給
額
が
異
な

り
ま
す
。

・
65
歳
以
上
の
人
は
支
給
額
の
半
額
を
支
給
し
ま
す
。

● 

申　

請

　

福
祉
年
金
を
受
け
る
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。
今
ま
で
に
申

請
さ
れ
た
人
は
、
再
度
の
申
請
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
新
規
に

手
帳
を
取
得
さ
れ
た
人
は
市
か
ら
送
ら
れ
た
申
請
書
と
各
手
帳
、

振
込
先
の
通
帳
を
お
持
ち
の
う
え
、
福
祉
課
ま
た
は
各
支
所
で

手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。  

　

昨
年
申
請
し
て
い
な
い
人
も
、
申
請
で
き
ま
す
。
支
給
は
12

月
中
旬
ご
ろ
に
指
定
の
口
座
に
振
り
込
ま
れ
ま
す
。
現
金
で
の

お
渡
し
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

※過去1年の区分Ⅱの限度額適用・標準負担額減額認定を受けていた期間の入院日数

区分
一般

区分Ⅱ

区分Ⅰ

過去１年の合計入院日数が90日※以内の場合
過去１年の合計入院日数が90日※を超える場合

食事代（1食あたり） 1カ月の自己負担限度額
260円
210円
160円
100円

44,400円

24,600円

15,000円

①
保
険
証

②
金
融
機
関
の
預
金
通
帳
の
写
し

③
印
鑑

※
平
成
23
年
1
月
1
日
に
三
豊
市

に
住
所
が
な
か
っ
た
人
は
所
得
証
明
書
が
必
要
で
す
。

※
所
得
制
限
限
度
額
を
超
え
た
場
合
は
助
成
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
母
子
家
庭
等
医
療
費
助
成
制
度
該
当
者
は
登
録
申
請
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
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　問い合わせ　健康課　☎73－3014

がん検診・健康診査のお知らせ

【健康診査】

◎子宮頸がん・乳がん検診の無料クーポン（対象者に送付）をお持ちの人は、ぜひ検診を受けましょう。

　9月に案内が届きます。申し込みがまだの人は健康課までお問い合わせください。
※大腸がん検診は医療機関でも受診できます。

10月31日（月）まで 三豊市・観音寺市の実施医療機関医療機関健診 医療機関にお問い合わせ
ください

受診期限区　　分 場　　所受付時間

　集団健診の特定健康診査・健康診査を受診していない人は、市内および観音寺市の実施医療機関で
受診できます。同封の「ご案内」をご覧になり、受診する時には6月に届いている青い封筒と保険証を
必ずご持参ください。　なお、受診前には問診票に記入してご持参ください。

【がん検診】
●子宮頸がん検診・乳がん検診●

●胃がん・結核、肺がん・大腸がん検診●

　集団検診を下記の日程で行います。同封の「ご案内」をご覧になり、受診する時には、7月に届いた
白い封筒を必ずご持参ください。なお、子宮頸がん検診・乳がん検診（予約制）の申し込みがまだの人
は健康課までお問い合わせください。
　仁尾町・高瀬町は9月の予定です。

山本町
保健センター

財田町コスモス

豊中町
保健センター

8月24日（水）
25日（木）
30日（火）
31日（水）

9月  1日（木）
6日（火）

個人通知でお知らせします

月　　日場　　所

13:00～15:00
（14:00検診開始）

乳がん子宮頸がん
受　　付　　時　　間

検
診
で
早
期
に
見
つ
か
る
乳
が
ん
!!

　

口
の
周
囲
の
筋
肉
や
舌
の
筋
肉
は
、
体
の
筋
肉
同
様
、

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
し
な
い
と
筋
力
が
低
下
し
ま
す
。

　

そ
れ
ら
の
筋
肉
が
低
下
す
る
と
、
発
音
が
不
明
瞭
に

な
っ
た
り
、
食
事
中
口
か
ら
食
べ
物
が
こ
ぼ
れ
た
り
、

飲
み
込
む
時
に
む
せ
る
な
ど
の
症
状
が
現
れ
ま
す
。

　

〝
ぱ
〞
〝
た
〞
〝
か
〞
〝
ら
〞
の
文
字
を
含
ん
だ
言

葉
を
発
音
す
る
こ
と
で
、
口
の
周
囲
や
舌
の
筋
肉
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
に
な
り
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
時
間
の
あ
る
時
に
、

〝
ぱ
〞
〝
た
〞
〝
か
〞
〝
ら
〞
の
文
字
を
含
む
言
葉
を

さ
が
し
、
そ
の
言
葉
を
何
度
も
発
音
し
ま
し
ょ
う
。
こ

れ
は
認
知
症
予
防
に
も
な

り
ま
す
。

　

ち
ょ
っ
と
時
間
の
あ
る
と

き
に
試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

一
定
量
の
ワ
ク
チ
ン
が
確
保
で
き
た
た
め
、接
種
が
再

開
さ
れ
て
い
ま
す
。希
望
者
は
医
療
機
関
で
接
種
し
て
く

だ
さ
い
。

● 

対
象
者

中
学
1
年
生
〜
高
校
2
年
生
相
当
年
齢
の
女
性

詳
し
く
は
三
豊
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
〜
22
年
度
の
市
の
乳
が
ん
検
診
で
、

43
人
に
が
ん
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

乳
が
ん
予
防
の
1
つ
は
、
検
診
を
受
け
る
こ
と

で
す
。
40
歳
以
上
の
女
性
は
、
市
内
各
所
で
実
施

の
集
団
検
診
ま
た
は
指
定
医
療
機
関
で
乳
が
ん
検

診
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
（
た
だ
し
、
平
成
22
年
度

に
市
の
検
診
を
受
け
た
人
は
除
き
ま
す
）

　

ま
た
乳
が
ん
は
自
分
で
発
見
で
き
る
が
ん
の
ひ

と
つ
で
す
。
毎
月
月
経
終
了
の
1
週
間
後
に
、
ま

た
閉
経
し
た
人
は
毎
月
、
日
を
決
め
て
自
己
触
診

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
検

診
を
希
望
す
る
人
は
、
健
康
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。乳がん発見者数

5 9 11

12
10
8
6
4
2
0

11 7

H18 H19 H20 年度

人

H21 H22

検 診 で 予 防 を ！ 早 期 発 見 を ！

● 

子
ど
も
を
持
つ
保
護
者
へ

・
子
ど
も
の
様
子
を
十
分
に
観
察
し
ま
し
ょ
う

・
遊
び
の
最
中
に
は
水
分
補
給
や
休
憩
を

・
外
出
時
は
服
装
に
注
意
し
、
帽
子
も
忘
れ
ず
に

・
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
や
運
動
、
遊
び

を
通
し
て
、
暑
さ
に
負
け
な
い
体
づ
く
り
を
実

践
し
ま
し
ょ
う

・
涼
し
い
場
所

へ
移
動
し
、

衣
服
を
緩
め
、

安
静
に
寝
か

せ
ま
し
ょ
う

・
エ
ア
コ
ン
を

つ
け
る
、
扇

風
機
・
う
ち

わ
な
ど
で
風

を
あ
て
、
体

を
冷
や
し
ま

し
ょ
う

● 

高
齢
者
が
熱
中
症
に
な
ら
な
い
た
め
に

・
室
温
を
こ
ま
め
に
チ
ェ
ッ
ク
し
、
エ
ア
コ
ン
や

扇
風
機
等
の
活
用
を

・
の
ど
が
渇
か
な
く
て
も
水
分
補
給
を

・
調
子
が
悪
い
と
感
じ
た
ら
、
家
族
や
近
く
の
人

に
そ
ば
に
い
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う

● 

熱
中
症
の
応
急
手
当

熱中症の応急手当

健
康
長
寿
応
援
応
援

健
康
長
寿
応
援

▼
問
い
合
わ
せ

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
介
護
保
険
課
内
）

　

☎
73
・
3
0
1
7

〜
言
葉
さ
が
し
で
介
護
予
防
〜

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
の

接
種
が
再
開

熱中症を予防して元気な夏!

C
O
P
D
を
知
っ
て
い
ま
す
か　

－
 

原
因 －

み
ん
な
元
気
に

健
康

情
報

　

C
O
P
D
は
「
肺
気
腫
」
「
慢
性
気
管
支
炎
」
な
ど
の
慢

性
閉
塞
性
肺
疾
患
の
こ
と
で
す
。
症
状
は
セ
キ
、
た
ん
、
軽

い
労
作
中
の
息
切
れ
な
ど
で
す
。

　

C
O
P
D
患
者
の
90
%
は
喫
煙
者
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
喫
煙
者
の
発
症
率
は
年
齢
と
と
も
に
上
昇
し
、

高
齢
喫
煙
者
で
は
50
％
近
く
が
発
症
す
る
と
の
報
告
が
あ
り

ま
す
。

　

予
防
に
は
禁
煙
す
る
こ
と
が
最
も
重
要
で
す
。
禁
煙
は

C
O
P
D
の
発
症
を
減
ら
し
、
進
行
を
止
め
る
唯
一
の
治
療

法
で
、
最
も
効
果
的
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

健
康
課　

☎
73
・
3
0
1
4

▼
問
い
合
わ
せ　

健
康
課　

☎
73
・
3
0
1
4

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

三
豊
総
合
病
院
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー　

☎
52
・
2
7
2
6

▼

▼
問
い
合
わ
せ　

三
観
広
域
消
防
本
部　

☎
23
・
3
9
7
3

▼
問
い
合
わ
せ　

健
康
課　

☎
73
・
3
0
1
4

・
各
教
室
と
も
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。

・
調
理
実
習
は
実
費
6
0
0
円
が
必
要
で
す
。

腎
臓
病
教
室

三
豊
総
合
病
院

健
康
健
康
健
康
教
室

8
月
の

8
月
18
日
（
木
）
午
後
3
時
30
分
〜
5
時

日　

時

腎
臓
病
と
サ
プ
リ
メ
ン
ト

腎
不
全
の
治
療
法
な
ど

テ
ー
マ

男
性
の
調
理
実
習

8
月
3
日
（
水
）
午
前
10
時
〜
12
時
30
分

日　

時

バ
ラ
ン
ス
の
い
い
簡
単
な
調
理

テ
ー
マ
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たなバイオマス産業
三豊市の

（6）新
「みんなでつくるふるさと三豊」
ごみ処理について、6月・7月号と連載してきました。2回を通じて市民の皆さんにお伝
えしてきたのは、ごみの減量化による処理費用の最小化、分別の徹底と脱焼却による資源化
ということです。
このうち、ごみの減量化と分別の徹底については、市民の皆さんの理解を得て順次進んで
います。脱焼却による資源化については、ごみの減量化と分別の徹底という市民の皆さんの
取り組みを前提として成立するもので、現在、次期施設の処理方式の選定作業を進めています。
いよいよこれからは、これまでに検討を行った方式の中から、三豊市の次期ごみ処理方式
を選定することになりますが、三豊市に住む者全員に共通する課題として、現実的な取り組
みが必要です。

ご
み
の
18
分
別

三
豊
市
で
は
「
ご
み
は
す
べ
て
資
源
で
あ

る
」
と
い
う
考
え
方
を
実
践
す
る
た
め
、
平

成
21
年
10
月
か
ら
、
ご
み
の
18
分
別
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

全
国
の
自
治
体
の
中
に
は
、
34
分
別
に
よ

る
資
源
持
ち
込
み
方
式
に
よ
り
、
ご
み
を
出

さ
な
い
生
産
と
消
費
の
シ
ス
テ
ム
構
築
に
取

り
組
ん
で
い
る
例
も
あ
り
ま
す
。

比
較
的
人
口
の
少
な
い
自
治
体
で
取
り
組

ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
「
人
口
が
少
な
い
か

ら
で
き
る
こ
と
」
と
い
う
捉
え
方
を
さ
れ
る

こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
ご
み
を
い
か
に

効
率
よ
く
処
理
す
る
か
と
い
う
出
口
戦
略
に

終
始
す
る
の
で
は
な
く
、
ご
み
を
出
さ
な
い

仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
ん
だ
実
践
は
、
大

い
に
参
考
に
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

三
豊
市
の
18
分
別
は
、
燃
や
せ
る
ご
み
を

徹
底
し
て
減
量
化
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
ご
み
を

増
加
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
、
三
豊
市
に

ふ
さ
わ
し
い
ご
み
処
理
方
式
と
連
動
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
完
結
す
る
も
の
で
す
。

三
豊
市
の
ご
み
排
出
量
の
変
化
を
、
合
併

前
の
平
成
15
年
度
と
、
18
分
別
実
施
後
の
平

成
21
年
度
の
実
績
で
比
較
す
る
と
、
ご
み
の

総
排
出
量
で
18
・
1
パ
ー
セ
ン
ト
、
燃
や
せ

る
ご
み
の
量
で
23
・
2
パ
ー
セ
ン
ト
も
減
少

さ
せ
、
逆
に
リ
サ
イ
ク
ル
ご
み
は
40
・
2
パ

ー
セ
ン
ト
も
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

現
在
の
「
燃
や
せ
る
ご
み
」

の
処
理

三
豊
市
の
ご
み
の
総
排
出
量
は
、
平
成
21

年
度
で
1
6,
7
9
3
ト
ン
で
す
。
こ
の
う

ち
、
燃
や
せ
る
ご
み
は
、
合
併
前
か
ら
23
・

2
パ
ー
セ
ン
ト
も
減
少
さ
せ
ま
し
た
が
、
ま

だ
1
1,
5
9
2
ト
ン
、
毎
日
平
均
し
て
約

31
ト
ン
も
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
ご
み
は
、
現
在
、
山
本
町
の
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
で
焼
却
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

を
焼
却
し
な
い
で
資
源
化
し
よ
う
と
す
る
の

が
、
三
豊
市
の
次
期
ご
み
処
理
方
式
の
考
え

方
で
す
。

将
来
の
「
燃
や
せ
る
ご
み
」

の
処
理

三
豊
市
の
次
期
ご
み
処
理
方
式
は
「
燃
や

さ
な
い
で
資
源
化
す
る
」
こ
と
が
条
件
で
、

現
時
点
で
該
当
す
る
処
理
方
式
は
、
固
形
燃

料
化
、
ガ
ス
化
、
堆
肥
化
な
ど
が
主
な
方
式

で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
方
式
ご
と
に
特
徴
が
あ
り
ま

す
が
、
三
豊
市
の
理
想
を
実
現
す
る
た
め
に

最
も
効
果
的
な
方
式
を
、
冷
静
な
目
で
見
極

め
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

こ
の
方
式
に
つ
い
て
は
、
今
年
度
の
適
切

な
時
期
に
案
を
ま
と
め
、
議
会
に
提
案
を
い

た
し
ま
す
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
高
い
位
置
か

ら
の
審
議
を
経
て
決
定
を
す
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

施
設
の
運
営
方
法

ご
み
処
理
の
方
式
と
同
時
に
検
討
す
る
こ

と
に
な
る
事
項
に
、
施
設
の
運
営
方
法
が
あ

り
ま
す
。
従
来
は
、
行
政
が
整
備
し
て
行
政

が
運
営
す
る
公
設
公
営
方
式
が
一
般
的
で
し

た
が
、
地
方
自
治
法
の
改
正
に
よ
り
、
指
定

管
理
者
制
度
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
行

政
が
整
備
し
て
民
間
企
業
が
運
営
す
る
公
設

民
営
方
式
が
普
及
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
近
年
で
は
、
民
間
活
力
を
最
大
限

に
発
揮
す
る
こ
と
に
よ
り
、
な
お
効
率
化
・

合
理
化
が
図
れ
る
分
野
に
つ
い
て
は
、
民
間

で
整
備
し
て
民
間
が
運
営
し
、
行
政
は
民
間

に
処
理
委
託
を
す
る
民
設
民
営
方
式
も
急
速

に
普
及
し
始
め
て
い
ま
す
。

理
想
を
実
現
で
き
る
処
理
方
式
と
、
最
も

効
率
的
な
運
営
方
法
が
一
体
と
な
っ
て
処
理

体
制
は
整
い
ま
す
。

施
設
の
設
置
場
所

処
理
方
式
、
運
営
方
法
と
並
ん
で
大
き
な

事
項
に
施
設
の
設
置
場
所
が
あ
り
ま
す
。
従

来
の
方
式
と
違
い
、
煙
も
出
ず
、
処
理
水
の

発
生
も
抑
制
さ
れ
、
臭
気
対
策
も
施
さ
れ
、

最
終
処
分
場
も
併
設
さ
れ
な
い
な
ど
、
三
豊

市
の
次
期
ご
み
処
理
施
設
は
、
従
来
の
ご
み

処
理
施
設
と
は
ま
っ
た
く
違
い
ま
す
。

ご
み
を
処
理
す
る
場
所
で
は
な
く
、
新
し

い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
み
出
す
場
所
と
し
て

「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
考
え

方
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

市
内
の
ど
こ
か
に
は
整
備
す
る
こ
と
に
な

る
た
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
は
関
心
が
高
い

事
項
だ
と
は
思
い
ま
す
が
、
従
来
と
ま
っ
た

く
違
う
施
設
と
い
う
こ
と
で
、
ど
こ
の
場
所

に
な
っ
て
も
、
円
滑
に
受
け
入
れ
て
い
た
だ

き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

大
規
模
災
害
へ
の
備
え

東
日
本
大
震
災
は
、
あ
ま
り
に
も
大
き
な

爪
あ
と
を
残
し
、
多
く
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
、

生
活
の
基
盤
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
四
国
で
も
、

南
海
や
東
南
海
地
震
の
発
生
が
確
実
視
さ
れ
、

大
規
模
災
害
へ
の
備
え
が
緊
急
課
題
と
し
て

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
規
模
災
害
で
は
、
ご
み
収
集
や
処
理
も

非
常
時
体
制
と
な
り
、
日
ご
ろ
か
ら
、
災
害

を
想
定
し
た
訓
練
な
ど
の
備
え
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
ガ
レ
キ
の
処
理
な
ど
も
発

生
す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
、
単
独
の
自
治
体

で
の
対
応
で
は
な
く
、
香
川
県
も
含
め
て
、

広
域
共
同
体
制
の
整
備
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

新
た
な
る
バ
イ
オ
マ
ス
産
業

私
た
ち
は
、
今
、
石
油
な
ど
の
化
石
燃
料

や
ウ
ラ
ン
な
ど
に
支
え
ら
れ
た
生
活
を
し
、

そ
の
恩
恵
を
受
け
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ

の
一
方
で
、
か
け
が
え
の
な
い
自
然
を
確
実

に
蝕
ん
で
い
る
こ
と
に
も
気
付
い
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
で
い
い
の
か
、
便
利
で
あ
れ
ば
、

効
率
的
で
あ
れ
ば
そ
れ
で
い
い
の
か
、
子
ど

も
た
ち
の
未
来
は
三
豊
市
の
豊
か
で
美
し
い

自
然
と
と
も
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

今
、
私
た
ち
が
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

は
、
議
論
や
研
究
だ
け
を
重
ね
る
こ
と
で
は

な
く
、
三
豊
市
の
未
来
の
た
め
に
、
何
が
必

要
か
を
見
出
し
、
行
動
を
始
め
る
こ
と
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

既
に
三
豊
市
は
動
き
始
め
て
い
ま
す
。
向

こ
う
20
年
か
ら
30
年
、
今
の
子
ど
も
た
ち
が

大
人
に
な
っ
て
活
躍
す
る
時
代
、
ご
み
処
理

も
今
ま
で
の
方
式
で
は
だ
め
だ
と
、
三
豊
市

の
地
域
づ
く
り
は
、
未
来
へ
と
限
り
な
く
発

展
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
た
め
に
は
、

今
納
得
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
将
来
こ
れ

で
良
か
っ
た
と
思
え
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
自
治
体
の
役
目
も
、
行
政
の
み

に
よ
る
自
己
完
結
型
で
は
な
く
、
市
民
や
市

民
団
体
と
、
そ
し
て
民
間
企
業
な
ど
と
役
割

を
分
担
し
な
が
ら
、
地
域
全
体
を
良
い
関
係

で
結
ぶ
た
め
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
の

役
目
が
大
き
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

三
豊
市
の
ご
み
処
理
は
、
出
て
き
た
も
の

を
処
理
す
る
と
い
う
非
生
産
的
費
用
発
生
型

で
は
な
く
、
市
民
や
市
民
団
体
、
民
間
企
業

な
ど
が
互
い
に
支
え
合
い
、
ご
み
を
バ
イ
オ

マ
ス
資
源
と
し
て
活
か
し
、
循
環
さ
せ
る
新

し
い
産
業
と
し
て
育
て
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
ま
で
3
回
シ
リ
ー
ズ
で
、
三
豊
市
の

次
期
ご
み
処
理
施
設
を
取
り
巻
く
現
状
と
、

向
か
う
べ
き
方
向
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
を
い

た
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
市
議
会
に
お
い
て
も
、
よ
り
高

い
位
置
か
ら
の
審
議
が
本
格
化
し
ま
す
。
そ

し
て
、
適
切
な
時
期
に
新
し
い
施
設
の
考
え

方
を
ま
と
め
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
説
明
を

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

三
豊
市
は
、
地
域
づ
く
り
と
し
て
「
み
ん

な
で
つ
く
る
ふ
る
さ
と
三
豊
」
を
テ
ー
マ
に
、

こ
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
は
、

事
業
推
進
の
節
目
ご
と
に
お
知
ら
せ
を
す
る

形
で
記
事
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
問
い
あ
わ
せ

　
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
推
進
室

　
☎
73
・
3
0
2
8

　　　　三豊市のごみ排出量の変化　　　　単位ｔ
H15年度
（18分別前）

H21年度
（18分別後） 増　減 H27年度推計値

（中間目標値）

燃やせるごみ 15,112 11,592 ▲ 23.2% 3,096

燃やせないごみ 2,500 1,109 ▲ 55.6% 703

リサイクルごみ
（再生利用） 2,916 4,091 40.2% 12,695

合　計 20,528 16,793 ▲ 18.1% 16,494



2011年8月31 広報 30広報 2011年8月

　問い合わせ　バイオマスタウン推進室　 73-3028

(1)平成23年4月1日から平成26年3月31日までの間に、本市の区域内に新たに新築または購入した住宅
　（ただし、平成23年1月1日時点で、固定資産の評価が未了である新築住宅を含みます）
(2)不動産登記法により、建物の権利に関する登記をした住宅
(3)市内の業者により建設された住宅（住宅を新築した場合に限る）
(4)市内の業者から購入した住宅（住宅を購入した場合に限る）
(5)玄関・居室・便所・台所および風呂を備えた住宅

４０歳未満の定住者支援対策事業がスタート
“あなたとともに　スローな未来を”

　

三
豊
市
と
友
好
都
市
提
携
を
し
て

い
る
韓
国
の
陜
川
郡
で
は
、9
月
23

日
か
ら
11
月
6
日
ま
で
の
45
日
間
、

同
郡
内
に
あ
る「
海
印
寺
」に
保
管
さ

れ
、世
界
記
録
遺
産
に
も
指
定
さ
れ
て

い
る
高
麗
八
萬
大
蔵
経
刊
行
千
年
を

記
念
し「
2
0
1
1
大
蔵
経
千
年
世
界

文
化
祝
典
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
期
間
中
、三
豊
市
と
陜
川

郡
が
共
同
で
、会
場
内
に「
讃
岐
う
ど
ん

販
売
ブ
ー
ス
と
三
豊
市
物
産
販
売
店
」

の
2
店
舗
か
ら
構
成
さ
れ
る「
三
豊
市

広
報
館
」の
設
置
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
「
讃
岐
う
ど
ん
販
売
ブ
ー
ス
」で
は
、

陜
川
郡
が
日
本
か
ら
購
入
す
る
製
麺

機
を
使
用
し
た「
讃
岐
う
ど
ん
」の
試
食
、

販
売
を
行
い
ま
す
。ま
た「
三
豊
市
物

産
販
売
店
」で
は
、伝
統
工
芸
品
を
展

示
し
た
り
三
豊
市
内
で
製
造
さ
れ
て
い

る
加
工
品
の
試
食
、販
売
を
行
い
ま
す
。

　

毎
年
、
8
月
か
ら
9
月
頃
を
中
心
に
、

日
本
に
は
台
風
が
接
近
し
、
各
地
に
さ
ま

ざ
ま
な
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
強

い
風
や
大
雨
を
も
た
ら
す
台
風
に
よ
っ
て

起
き
る
災
害
に
は
、
洪
水
・
土
砂
災
害
・

高
潮
・
高
波
・
突
風
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

洪
水
は
、
主
に
大
雨
に
よ
っ
て
河
川
が

あ
ふ
れ
、
堤
防
の
決
壊
な
ど
で
水
が
沿
岸

地
に
流
れ
出
て
被
害
を
与
え
る
も
の
で
す
。

ま
た
、
土
砂
災
害
は
、
大
雨
に
よ
っ
て
地

盤
が
緩
む
こ
と
に
よ
り
、
が
け
崩
れ
や
地

す
べ
り
、
土
石
流
な
ど
が
起
こ
り
ま
す
。

高
潮
に
つ
い
て
は
、
台
風
な
ど
に
よ
り
、

海
面
の
水
位
が
普
段
以
上
に
高
く
な
り
、

海
水
が
沿
岸
に
押
し
寄
せ
る
も
の
で
す
。

　

台
風
、
大
雨
な
ど
は
地
震
と
違
い
、
あ

る
程
度
予
測
が
つ
き
ま
す
。
気
象
情
報
に

は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　私たちは、何か願い事をするとき、そっと星空を眺めてきました。遠くでまたたく小さな光に、同じ境遇を
感じたのかもしれません。しかし、日常の喧騒に、小さな星たちの存在は忘れられ、見上げてもいろいろな人
工的な光に遮られ、星座や天の川の神秘を体験することなどは、もはや価値観から消え去ろうとしているのか
もしれません。夕闇の木立を抜ける風は心地よく、天の川の向こうはどうなっているんだなどと考えていると、
横で猫があくびをしました。
　平成22年の国勢調査では、三豊市の人口は6万8千人台になりました。だんだんと減少しています。また、
同時に少子高齢化も進んでいます。子どもたちの未来に、私たちは、今、何をすべきなのでしょうか。足らな
いものを探し、無いものを求めることには限界があります。それよりも、有るものを発見し、守るべきものを
守って、ふるさとに誇りを持って生きることができないでしょうか。私たちは、二流、三流の都会を求めるの
ではなく、一流の田舎を目指すべきなのかもしれません。
　平成23年度から、40歳未満の若者定住・地域経済活性化事業が始まりました。この事業は、若者の三豊市への定
住を進め、地域と地域経済の活性化を目指すものです。マイホームを検討されている方は、ぜひ、この機会に三豊市へ。

●　補助の対象となる住宅●　補助の対象となる住宅

(1)相続、贈与等により取得対価を伴わずに取得した住宅
(2)公共工事等に伴う移転補償により取得した住宅

●　補助の対象とならない住宅●　補助の対象とならない住宅

(1)市内に居住する人または三豊市への転入者
(2)補助金の交付申請日において40歳未満の人

●　補助を受けることのできる人●　補助を受けることのできる人

(1)居住する世帯の構成員が市税を滞納している場合
(2)過去に、この補助金の交付を受けている場合

●　補助を受けることができない場合●　補助を受けることができない場合

(1)住宅取得価格（消費税を含む）の20分の1（1万円未満は切り捨て）上限は100万円です。
　（ただし、補助金の交付を受けた日から起算して5年以内に転居または転出したときは、補助金を返還）
(2)店舗併用住宅の場合は、居住部分の面積分が対象

●　補助金の額●　補助金の額

▼
問
い
合
わ
せ　

住
宅
課　

☎
73
・
3
0
4
5

住
宅
名（
所
在
）
募
集

戸
数

募
集

階
数

構
造

使
用
料

市
営
住
宅
の
入
居
者
募
集

● 

申
し
込
み
が
で
き
る
人

　

（
次
の
条
件
を
す
べ
て
備
え
て
い
る
人
）

入
居
者
選
考
委
員
会
で
選
考
し
て
決
定
し
ま
す
。

9
月
中
旬

● 

入
居
予
定
時
期

● 

必
要
書
類

● 

入
居
の
決
定
方
法

①
市
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務
場
所
を
有
す
る
人

②
同
居
の
親
族
か
、同
居
し
よ
う
と
す
る
親

族
が
い
る
人（
一
定
の
条
件
を
満
た
す
場

合
、単
身
入
居
も
可
能
）

③
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
人

④
市
町
村
税
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
人

⑤
世
帯
の
月
額
所
得
が
基
準
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と

⑥
申
込
者
ま
た
は
同
居
親
族
が
暴
力
団
員
で

な
い
こ
と

①
申
込
書
・
申
立
書
等
（
住
宅
課
・
各
支
所

に
あ
り
ま
す
）

②
住
民
票
（
入
居
予
定
者
全
員
）
・
所
得
証

明
書
・
納
税
証
明
書
（
15
歳
以
上
で
学
生
を

除
く
）
・
そ
の
他
必
要
書
類

● 

申
し
込
み

8
月
1
日（
月
）〜
15
日（
月
）午
前
8
時
30
分

〜
午
後
5
時（
土
・
日
除
く
）に
、必
要
書
類
を

住
宅
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
受
付
は
申

し
込
み
期
間
の
み
）

西
野
団
地

（
詫
間
町
詫
間
）
1戸

3階

3
Ｄ
Ｋ

(

中
層
耐
火

　

4
階
建)

2
1,
7
0
0
円

4
2,
6
0
0
円

～

西
野
団
地

（
詫
間
町
詫
間
）
1戸

3階

3
Ｄ
Ｋ

(

中
層
耐
火

　

3
階
建)

2
0,
1
0
0
円

3
9,
5
0
0
円

～

高
谷
団
地

（
詫
間
町
詫
間
）
1戸

―

2
Ｄ
Ｋ

(

簡
易
耐
火

　

2
階
建)

8,
4
0
0
円

1
6,
5
0
0
円

～

宮
尾
団
地

（
財
田
町
財
田
中
）
1戸

―

3
Ｌ
Ｄ
Ｋ

(

耐
火

2
階
建)

2
0,
4
0
0
円

4
0,
0
0
0
円

～

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

香
川
高
等
専
門
学
校
詫
間
キ
ャ
ン
パ
ス

　

☎
83
・
8
5
0
7

▼
問
い
合
わ
せ

　

三
観
広
域
北
消
防
署 

☎
72
・
2
1
1
9

9
月
4
日
（
日
）
午
後
1
時
〜
4
時

香
川
高
専
詫
間
キ
ャ
ン
パ
ス
公
開
講
座

● 

日　

時

詫
間
キ
ャ
ン
パ
ス
プ
ー
ル

● 

場　

所

定
期
的
に
水
泳
を
し
て
い
る
人

（
中
学
生
以
下
は
保
護
者
の
承
認
が
必
要
）

● 

対　

象

8
月
8
日（
月
）〜
26
日（
金
）（
土
・日
曜
日
を
除
く
）

● 

申
し
込
み
期
間 1,

6
0
0
円

● 

受
講
料

7
人

● 

定　

員

● 

内　

容

全
国
各
地
の
ス
イ
マ
ー
が
、異
な
る
時
間
・

場
所
で
タ
イ
ム
を
競
い
ま
す
。そ
の
記
録
は

登
録
さ
れ
全
国
で
ラ
ン
キ
ン
グ
さ
れ
ま
す
。

入居者の所得に応じて決定します

2011大蔵経千年世界文化祝典開催2011大蔵経千年世界文化祝典開催1大蔵経千年世界文化祝典開催

第
2
回
Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｍ
チ
ャ
レ
ン
ジ
記
録
会
in 

三
豊

9
月
7
日（
水
）〜
10
月
12
日（
水
）　毎
週
水
曜
日

午
後
6
時
30
分
〜
8
時
30
分

● 

日　

時

詫
間
キ
ャ
ン
パ
ス
電
子
制
御
工
学
科
棟
1
階

● 

場　

所

8
月
8
日（
月
）〜
31
日（
水
）（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

● 

申
し
込
み
期
間 7,

4
0
0
円

● 

受
講
料

15
人

● 

定　

員

● 

内　

容

（
コ
ー
ス
1
）表
計
算
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
基
本
操

作
・
表
計
算
機
能
・
グ
ラ
フ
の
作
成
と
編
集
な
ど

（
コ
ー
ス
2
）表
計
算
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
マ
ク

ロ
の
作
成
登
録
・
オ
ブ
ジ
ェ
ク
ト
の
操
作
・

ユ
ー
ザ
ー
フ
ォ
ー
ム
作
成

パ
ソ
コ
ン
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
実
力
養
成
講
座

仕
事
と
家
庭
の
両
立
支
援

台
風
に

　

対
す
る
備
え

備
え
の
ポ
イ
ン
ト

○
子
育
て
や
介
護
に
関
す
る
各
種
支
援
制
度

に
つ
い
て
理
解
し
、積
極
的
に
活
用
し
ま

し
ょ
う
。

○
家
事
、育
児
や
介
護
に
あ
た
っ
て
は
性
別
に

か
か
わ
ら
ず
、自
分
で
で
き
る
こ
と
を
見
つ

け
て
家
族
で
協
力
し
ま
し
ょ
う
。

○
男
性
も
仕
事
だ
け
で
な
く
、家
庭
や
地
域
の

活
動
に
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

　

事
業
主
は
、従
業
員
が
安
心

し
て
育
児
休
業
・
介
護
休
業
を

取
得
し
、仕
事
と
家
庭
生
活
が

両
立
で
き
る
よ
う
職
場
環
境

づ
く
り
に
努
め
ま
し
ょ
う
。　

　

下
記
の
サ
イ
ト
で
、仕
事
と

家
庭
の
両
立
支
援
に
関
す
る

企
業（
フ
ァ
ミ
リ
ー
フ
レ
ン
ド

リ
ー
企
業
）の
取
り
組
み
事
例

が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

男
女
が
互
い
に
、
職
場
と
家
庭
・

地
域
と
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
の
実
現
に
向
け
、
仕
事

と
家
庭
等
の
両
立
を
支

援
す
る
社
会
環
境
づ
く

り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

政
策
課　

☎
73
・
3
0
1
0

目
指
せ
男
女
共
同
参
画
社
会

No.21
企業が行う両立支援の取組を紹介するサイト

両立支援のひろば 検索

・
停
電
に
備
え
、
懐
中
電
灯
や
携
帯
ラ
ジ

オ
の
準
備
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
避
難
時
に
備
え
、
貴
重
品
な
ど
の
非
常

持
ち
出
し
品
の
準
備
を
し
て
お
き
ま
し

ょ
う
。

・
窓
や
雨
戸
な
ど
は
、
飛
ば
さ
れ
な
い
よ

う
に
し
っ
か
り
と
補
強
し
ま
し
ょ
う
。

・
勤
務
先
な
ど
離
れ
た
所
に
い
る
家
族
と
、

連
絡
を
取
り
合
い
ま
し
ょ
う
。

・
避
難
場
所
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

消
防
だ
よ
り

▼
問
い
合
わ
せ

　

地
域
振
興
課　
☎
73
・
3
0
1
3

は
ぷ
ち
ょ
ん
ぐ
ん

へ
い
ん
さ

こ
う
ら
い
は
ち
ま
ん
だ
い
ぞ
う
き
ょ
う



申し込み・問い合わせ（財）三豊市国際交流協会　☎56ー5121（火曜・祝日休館）http://www.mitoyo.org/

▲

材料（4人分）

作り方
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武道館

花火打ち上げ場所

Ｐ

Ｐ

Ｐ
Ｐ

Ｐ
Ｐ

Ｐ Ｐ

Ｐ

Ｐ

香川西高グラウンド香川西高グラウンド香川西高グラウンド

弓道場

大倉
グラウンド

詫間詫間
グラウグラウンド
詫間

グラウンド

ポートメモリアルパーク

詫間支所

たくまシーマックス

マリンマリン
ウェーブウェーブ
マリン
ウェーブ

町体育センター

詫
間
小
学
校

西野団地塩
生
ヶ
原
橋

WC〒

通行止
進入禁止
一方通行

駐車場
公衆便所

バリケード

１７：００～２２：００
花 火 見 物 会 場

WC

WC

● 午後5時30分～

● ● 午後７時50分～午後７時50分～

● ● 午後9時～午後9時～

舞い舞たくま子ども総踊り、踊りコンテスト　
（みんなで一緒に記念撮影）　　　　　　　　　（みんなで一緒に記念撮影）　　　　　　　　　
野外ステージショー野外ステージショー
（雨天の場合はマリンウェーブで行います）（雨天の場合はマリンウェーブで行います）
海上花火大会～40周年記念海上花火大会～40周年記念尺玉乱舞！玉乱舞！～

※荒天の場合は、野外ステージショー以外は翌日に順延※荒天の場合は、野外ステージショー以外は翌日に順延

◆東北の物産販売東北の物産販売
◆子どもの遊び広場有り子どもの遊び広場有り

8月13日●土 午後5時30分～午後5時30分～

〈詫間グラウンドとその周辺〉〈詫間グラウンドとその周辺〉

おいしそうな野菜がたくさんあるよ！14

問い合わせ　学校給食課　☎62ー1114

● 午後5時30分～

● 午後７時50分～

● 午後9時～

舞い舞たくま子ども総踊り、踊りコンテスト　
（みんなで一緒に記念撮影）　　　　　　　　　
野外ステージショー
（雨天の場合はマリンウェーブで行います）
海上花火大会～40周年記念尺玉乱舞！～

※荒天の場合は、野外ステージショー以外は翌日に順延

◆東北の物産販売
◆子どもの遊び広場有り

※詳しくは広報みとよ8月号と一緒にお届けしているチラシをご覧ください

優秀賞

●米国ワウパカ市・韓国陜川郡中学生
　　　　友好訪問団合同歓迎交流会

三豊の魅力さがし
写真コンテスト(春の部)

40周年記念
震災復興祈願
イベント

40周年記念
震災復興祈願
イベント

最優秀賞最優秀賞最優秀賞

石角　尚義（三豊市）　大西　静雄（三豊市）
三ツ石不二夫（丸亀市）　松本　省五（さぬき市）

♪みなさん、

市内で中学生たちを

見かけたら、あいさつを

しましょう♪

「ワァーこいのぼりだ！！」
横山　彰（観音寺市）

佳　作
大西　静雄（三豊市）　石川　善弘2点（三豊市）
千秋　　勇（三豊市）　藤田　博由（三豊市）
登　サチ子（観音寺市）　真鍋　幸江（観音寺市）
三ツ石不二夫（丸亀市）　松本　　敬（高松市） 
松本　省五（さぬき市）　※敬称略
※入賞作品は「マリンウェーブ」に展示してい
　ますので、是非ご覧ください。

日 　 時 8月5日（金）午後6時～8時

日 　 時 8月28日（日）
午前10時～午後1時30分

場 　 所 豊中町保健センター

定 　 員 50人

場 　 所 プリマーレはやしや
参 加 料 大人2,000円　　高校生以下 1,000 円　　

未就学児 無料（保護者同伴）

参 加 料 会員500円
一般600円

申し込み期限 8月25日（木）
申し込み期限 8月3日（水）

友好都市からの
中学生友好訪問団歓迎交流会“麻婆豆腐”作り教室」

「ヤンヤンと作る

　昨年度から地元の野菜を学校給食に出しています。
大勢の生産者にお願いし「給食交流」や「収穫体験」
など忙しい合間をぬって児童たちと関わっていただきま
した。
　豊中町学校給食センターには、地元の生産者が新鮮
な野菜を納めてくれています。7月には「アスパラガス」
や「ねぎ」、あさの里加工グループが「みそ」を提供して
くれました。今後も「三豊ナス」「じゃがいも」「にんじ
ん」「ピーマン」「にんにく」「きゅうり」など、旬の野菜
が納められる予定です。
　また、7月14日には財田上小学校で、生産者給食交流
が行われました。生産者の人も自分の孫が通っていると、

恥ずかしそうに笑みを浮かべ、参加してくれました。三
野町では、7月11日に各小学校・幼稚園で「三豊ナス」と
「千両ナス」の実物を展示して、実際に触ったりして、違
いを見てもらいました。いろいろな触れあいを通して、
地元の美味しい野菜を顔の見える形で食材として学校
給食に取り入れる
ことができ、子ど
もたちに食べるこ
との大切さを伝え
ています。

13 ●
たくま港まつりたくま港まつり

▲

問い合わせ　詫間支所　☎83‒3111▲

問い合わせ　三豊市観光協会　☎56‒9121

講 　 師 中国国際交流員　楊　笛

国際理解講座

▲「食べて菜」の説明をする白川弘幸さん

8月13日●土 午後5時30分～

〈詫間グラウンドとその周辺〉

ゴーヤ入りなっとうのかきあげ

問い合わせ　農業振興課　☎73ー3040

大豆おやじ

スタミナにんじん

①　にんじんは千切り、ちくわは輪切り、ゴーヤ
は半分に切り、白い部分を除いて薄く切る。

②　ボールに材料と調味料を全部入れてまぜあ
わせる。

③　②を一口大の大きさにス
プーンですくって油で揚
げる。

　海外の友好都市からの中学生訪問団が7月下旬から8
月上旬にかけて、三豊市でホームステイをして親善交流
を深めます。みなさんも歓迎交流会に参加
して、友好都市の中学生と親善交流を深め
ませんか？

なっとう　・・・・・
ちくわ　・・・・・・
にんじん　・・・・・
ゴーヤ　・・・・・・
しょうゆ　・・・・・
みりん　・・・・・・
小麦粉　・・・・・・
卵　・・・・・・・・
揚げ油　・・・・・・

80ｇ
１本
1/3本
1/3本
小さじ１
小さじ１
50ｇ
1/2個
適量

学校給食からおすすめメニュー 4

　今が旬の三豊産の野菜や果物を使
った料理のレシピを紹介しています。

作り方②でかたい時
は、水を少量入れる
といいよ！

僕のパワーで
暑い夏を乗り
きろう！

（日本語）
こんにちは

（英　語）
ハロー!

（韓国語）
アンニョン
　　ハセヨ！

審査結
果発表

！！

審査結
果発表

！！

分午後 時30分午後 時30分 舞舞

88
学生ボランティア募集中！

約 1,100 発の
花火があがるよ
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8
月
の

お
知
ら
せ

三
豊
市
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
実
施
中

登
録
は
こ
ち
ら
▼

募　

集

相　

談

問い合わせ　生涯学習課　☎62－1113▼問い合わせ　生涯学習課　☎62－1113▼

☆納期限内に納めましょう。
☆市税等の納付は便利な口座振替をご利用ください。

問い合わせ　税務課　☎73－3006▼

税務課からのお知らせ
8月は、市 県 民 税 普 通 徴 収（第2期分）
　　　　国民健康保険税普通徴収（　 〃 　）
　　　　介 護 保 険 料 普 通 徴 収（　 〃 　）
　　　　後期高齢者医療保険料普通徴収（　 〃 　）の納付月です。

8月31日（水）口座振替日および納期限

若
者
自
立
支
援
相
談

（
さ
ぬ
き
若
者
サ
ポ
ー
ト

　
　

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
出
張
相
談
）

三
豊
市
職
員
募
集

家
族
教
室
（
統
合
失
調
症
）

精
神
保
健
相
談
日

香
川
求
職
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
出
張
相
談

救
命
講
習
会
受
講
者
募
集

夏
の
体
験
教
室
「
わ
た
し
た
ち
の

く
ら
し
と
水
を
学
ぼ
う
」

三
豊
総
合
病
院
企
業
団
職
員
募
集

自
衛
官（
特
別
職
国
家
公
務
員
）募
集

弁
護
士
の
多
重
債
務
者
無
料
相
談
会

■
日　

時

　

8
月
24
日
（
水
）

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

■
場　

所

　

豊
中
町
保
健
セ
ン
タ
ー

■
相
談
内
容

　

就
職
支
援
相
談

　

キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

■
対　

象

　

15
歳
か
ら
お
お
む
ね
39
歳
ま
で
の
人

　

ま
た
は
そ
の
家
族

■
問
い
合
わ
せ

　

商
工
観
光
課　

☎
73
・
3
0
4
2

■
日　

時　

　

8
月
26
日
（
金
）

　

午
前
10
時
〜
午
後
5
時

■
場　

所　

　

高
瀬
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

■
相
談
内
容　

　

生
活
支
援
策
の
利
用
や
能
力
開
発
、

　

住
居
の
確
保
な
ど

■
問
い
合
わ
せ

　

香
川
求
職
者
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
0
8
0
（
3
9
2
3
）
8
6
0
9

■
日　

時

【
中
高
年
う
つ
・
認
知
症
相
談
】（
要
予
約
）

　

8
月
1
日（
月
）・
9
月
5
日（
月
）

　

午
前
11
時
〜
正
午

【
思
春
期
相
談
】
（
要
予
約
）

　

8
月
8
日
（
月
）

　

午
後
2
時
〜
4
時

【
心
の
健
康
相
談
】
（
要
予
約
）

　

8
月
24
日
（
水
）

　

午
後
2
時
〜
4
時

■
場　

所 

　

西
讃
保
健
福
祉
事
務
所

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

西
讃
保
健
福
祉
事
務
所

　

☎
25
・
2
0
5
2

　
■
日　

時

　

8
月
2
日
（
火
）
〜
30
日
（
火
）

　

毎
週
火
・
土
曜
日
（
13
日
は
除
く
）

　

午
後
7
時
30
分
〜
9
時

■
場　

所

　

高
瀬
町
体
育
館

※

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課　

☎
62
・
1
1
1
3

■
日　

時

　

8
月
10
日
（
水
）

　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

■
場　

所　

　

西
讃
保
健
福
祉
事
務
所

■
内　

容

　
作
業
所
見
学
と
地
域
の
家
族
会
を
知
ろ
う

■
対　

象

　

統
合
失
調
症
の
人
の
家
族

■
問
い
合
わ
せ

　

西
讃
保
健
福
祉
事
務
所

　

☎
25
・
2
0
5
2

　
■
日　

時

　

8
月
14
日
（
日
）・
21
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜
正
午

■
場　

所

　

香
川
用
水
記
念
公
園

■
対　

象

　

小
学
校
高
学
年
と
保
護
者

■
定　

員　

　

各
20
組

※
開
催
日
2
日
前
ま
で
に
電
話
申
し
込
み

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

香
川
用
水
記
念
公
園

　

☎
67
・
3
7
6
0

【
普
通
救
命
講
習
会
】

■
日　

時

　

9
月
3
日
（
土
）

　

午
前
8
時
45
分
〜
正
午

【
上
級
救
命
講
習
会
】

■
日　

時

　

9
月
4
日
（
日
）

　

午
前
8
時
〜
午
後
5
時

■
場　

所

　

い
ず
れ
も
三
観
広
域
防
災
セ
ン
タ
ー

■
定　

員　

各
30
人

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

三
観
広
域
消
防
防
災
課

　

☎
23
・
3
9
7
3

■
募
集
人
員

　

行
政
事
務　
　
　
　
　
　

10
人
程
度

　

土
木
・
経
験
者　
　
　
　

1
人
程
度

　

幼
稚
園
教
諭
・
保
育
士　

9
人
程
度

　

保
健
師　
　
　
　
　
　
　

1
人
程
度

　

薬
剤
師         　
　
　
　

1
人
程
度

　

看
護
師　
　
　
　

   　
　

3
人
程
度

■
試
験
日

　

9
月
18
日
（
日
）

■
試
験
場
所

　

受
験
票
送
付
時
に
通
知

■
受
付
期
間

　

8
月
8
日
（
月
）
〜
24
日
（
水
）

　

（
土
・
日
は
除
く
）

※

郵
送
可
（
８
月
24
日
必
着
）

　

受
験
申
込
書
・
募
集
要
項
は
、
人
事

　

課
お
よ
び
各
支
所
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

　

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

人
事
課　

☎
73
・
3
0
0
2

■
職　

種

　

保
健
師
・
看
護
師
・
助
産
師
な
ど

※
そ
の
他
の
職
種
に
つ
い
て
は
当
院
ホ

　

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
採
用
予
定
人
数

　

50
人
程
度

■
受
験
資
格

　

①
平
成
24
年
3
月
卒
業
見
込
み
の
人

　

②
看
護
師
免
許
を
有
し
、
昭
和
41
年

　
　

4
月
2
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

■
必
要
書
類

　

①
採
用
試
験
申
込
書
（
ホ
ー
ム
ペ
ー

　
　

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

　

②
成
績
証
明
書
・
卒
業
見
込
証
明
書

　
　

ま
た
は
資
格
免
許
証
の
写
し

■
受
付
期
限

　

8
月
15
日
（
月
）
ま
で

■
試
験
日

　

第
一
次
試
験（
筆
記
）
8
月
27
日（
土
）

　

第
二
次
試
験（
面
接
）
9
月
17
日（
土
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

三
豊
総
合
病
院
総
務
課

　

☎
52
・
3
3
6
6

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
観
音
寺
地
域
事
務
所

　

☎
25
・
6
1
2
2

■
日　

時

　

8
月
23
日
（
火
）

　

午
後
1
時
〜
3
時

■
場　

所

　

財
田
町
国
保
高
齢
者
保
健
セ
ン
タ
ー

■
相　

談

　

1
人
30
分

　

4
人
ま
で
（
要
予
約
）

■
申
し
込
み
期
間

　

8
月
9
日
（
火
）
〜
16
日
（
火
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
課

　

☎
73
・
3
0
1
5

講
座
・
教
室

▼問い合わせ　三豊警察署　☎72－0110

夏
休
み
小
学
生
卓
球
教
室

　多発する高齢者の交通事故を防止するため、三豊署
では、高齢者交通安全アドバイザーが活動しています。
2人1組で高齢者宅を訪問し、交通安全についての啓
発指導等を行っています。
　アドバイザーは、身分証明
書を携行し、黄緑色ジャンバ
ー（背中に「交通安全アドバ
イザー香川県警察」と明記）
と紺色帽子を着用し、レンタ
カーを使用しています。活動
は12月末までの予定です。
　高齢者の事故を防ぐための
啓発活動にご理解をお願いし
ます。

　「三豊市生涯学習推進計画」が平成23年3月に策定され、
広く市民の皆さんに知っていただくため、ダイジェスト
版を作成しました。広報みとよ8月号と一緒に配布してい
ますので、ご覧ください。また内容をもっと詳しく知り
たい人は「三豊市生涯学習推進計画」を市内図書館で貸
し出しています。また、市ホームページにも掲載してい
ますので、そちらをご覧ください。

　『太平洋戦争と三豊』というテーマで、太平洋戦争に
かかる体験談集の発刊を計画しています。これは戦争を
事実として残し、平和に寄与することを目的に作成する
もので、皆さんか
ら体験談を募集し
ます。当時の体験
談を文書でいただ
ける方、またはお
話いただける方は、
生涯学習課までご
連絡ください。

募集種目

航空学生

一般曹候補生

自衛官候補生

受験資格 受付期間

８月1日（月）

～

9月9日（金）

18歳以上
21歳未満

18歳以上
27歳未満

18歳以上
27歳未満

“太平洋戦争”の体験談を募集します高齢者交通安全アドバイザーの高齢者宅訪問活動

三豊市生涯学習推進計画のダイジェスト版作成

～ そのとき三豊で何が起きていたのか
　　　三豊の人々はそのとき何をしていたのか ～
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9月25日（日）午後2時開演
3,500円　【全席指定席】
水木一郎　石田燿子

野
菜
・
果
樹
の
栽
培
や
肥
料
等
の
講
習

■
日　

時

　

前
期
9
月
12
日（
月
）〜
16
日（
金
）

　

後
期
10
月
17
日（
月
）〜
21
日（
金
）

※
前
期
・
後
期
通
し
て
10
日
間
講
習

　

午
前
10
時
〜
午
後
3
時

■
場　

所

　

Ｊ
Ａ
三
豊
地
区
営
農
セ
ン
タ
ー

■
対　

象

　

55
歳
以
上
で
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職

　

登
録
し
て
い
る
人

■
定　

員　

20
人

■
申
し
込
み
期
限

　

8
月
25
日
（
木
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

三
豊
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　

☎
63
・
1
2
4
4

　

日
本
ユ
ニ
セ
フ
協
会
作
成
の
写
真
パ

ネ
ル
47
点
を
展
示
し
ま
す
。

■
日　

時

8
月
3
日
（
水
）
〜
14
日
（
日
）

■
場　

所

三
野
町
図
書
館

■
問
い
合
わ
せ

三
野
町
図
書
館　

☎
73
・
3
1
2
1

■
日　

時

8
月
3
日
（
水
）・
17
日
（
水
）

午
後
2
時
〜
3
時

■
場　

所

詫
間
町
図
書
館

■
内　

容

3
日
「
３
匹
の
や
ぎ
の
が
ら
が
ら
ど
ん
」他

17
日
「
金
太
郎
」「
宝
の
下
駄
」
他

■
問
い
合
わ
せ

詫
間
町
図
書
館　

☎
83
・
6
8
2
8

■
日　

時

　

8
月
18
日
（
木
）

　

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

■
場　

所

仁
尾
町
文
化
会
館

■
内　

容

「
お
ま
え
う
ま
そ
う
だ
な
」

■
定　

員　

2
5
0
人

■
問
い
合
わ
せ

仁
尾
町
図
書
館　

☎
56
･
9
5
6
5

■
日　

時

8
月
21
日
（
日
）

午
後
2
時
〜
4
時

■
場　

所　

　

財
田
町
公
民
館

■
出　

演　

　

尽
誠
学
園
高
等
学
校
応
援
部

　

高
瀬
子
ど
も
太
鼓
「
童
響
」

■
問
い
合
わ
せ

財
田
町
公
民
館　

☎
67
・
0
1
0
8

　■
日　

時

8
月
21
日
（
日
）　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

■
場　

所

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

■
演　

奏

詫
間
町
吹
奏
楽
団

高
瀬
中
学
校
吹
奏
楽
部
O
B
会

■
対　

象

幼
児
・
小
学
生
の
親
子

■
問
い
合
わ
せ

豊
中
町
公
民
館　

☎
62
・
1
1
5
5

■
日　

時　

9
月
4
日
（
日
）

午
後
1
時
30
分
〜
3
時

■
場　

所

山
本
町
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

■
講　

師

愛
媛
大
学
准
教
授　

胡　

光　

氏

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

山
本
町
公
民
館　

☎
63
・
1
0
4
1

■
日　

時

8
月
7
日
（
日
）

午
前
9
時
〜
正
午

■
場　

所

香
川
高
専
詫
間
キ
ャ
ン
パ
ス

■
問
い
合
わ
せ

香
川
高
専
詫
間
キ
ャ
ン
パ
ス

☎
83
・
8
5
1
6

■
日　

時

8
月
8
日
（
月
）

午
後
2
時
〜
3
時
30
分

■
場　

所

西
讃
保
健
福
祉
事
務
所

■
内　

容　

　

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
の
介
護
と
リ
ハ
ビ

　

リ
テ
ー
シ
ョ
ン

■
講　

師　

　

香
川
大
学
教
授　

峠　

哲
男　

氏

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

西
讃
保
健
福
祉
事
務
所　

☎
25
・
2
0
5
2

■
日　

時

　

8
月
24
日
（
水
）

　

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

■
場　

所

市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

■
講　

師　

　
京
都
大
学
大
学
院
教
授　
森
谷
敏
夫　
氏

■
定　

員

　

3
0
0
人
程
度

■
問
い
合
わ
せ

西
讃
保
健
福
祉
事
務
所

☎
25
・
3
0
8
2

■
日　

時　

8
月
7
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

■
場　

所

県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

■
内　

容　

　

福
祉
機
器
の
展
示
・
相
談
コ
ー
ナ
ー

　

盲
導
犬
体
験
歩
行
な
ど

■
問
い
合
わ
せ

県
視
覚
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
☎

0
8
7
（
8
1
2
）
5
5
6
3

■
試
験
日

10
月
14
日
（
金
）

午
後
2
時
〜
4
時

■
試
験
会
場　

　

高
松
市
上
下
水
道
局

■
申
し
込
み
期
間

8
月
1
日
（
月
）
〜
31
日
（
水
）

■
問
い
合
わ
せ

日
本
下
水
道
協
会
香
川
県
支
部

（
高
松
市
上
下
水
道
局
企
業
総
務
課
内
）

☎
0
8
7
（
8
3
9
）
2
7
1
1

　

8
月
8
日
（
月
）
〜
16
日
（
火
）
に

自
転
車
で
四
国
霊
場
八
十
八
ヶ
所
を
駅

伝
方
式
で
一
周
し
ま
す
。
自
転
車
巡
礼

隊
に
温
か
い
声
援
を
お
送
り
く
だ
さ
い
。

三
豊
市
の
通
過
予
定
時
刻　

8
月
16
日
（
火
）

午
前
10
時
〜
10
時
30
分

（
第
67
番
大
興
寺
）　
　
　
　
　
　
　

 

午
前
11
時
30
分
〜
午
後
2
時

（
第
70
番
本
山
寺
↓
第
71
番
弥
谷
寺
）

※
時
間
は
前
後
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

善
通
寺
市
観
光
協
会

　

☎
0
8
7
7
（
6
3
）
6
3
1
5

■
テ
ー
マ

「
仲
よ
し
フ
ァ
ミ
リ
ー
」

子
ど
も
と
家
族
の
ふ
れ
あ
う
様
子

■
賞　

品　

　

最
優
秀
賞　

1
人　

 

　
　

一
万
円
相
当
ギ
フ
ト
券

　

優
秀
賞　
　

2
人　
　

　
　

五
千
円
相
当
グ
ル
メ
ギ
フ
ト

　

入
選　
　

17
人　

　
　

ポ
ケ
ッ
ト
ア
ル
バ
ム

■
申
し
込
み
期
限　

9
月
５
日
（
月
）

■
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

み
と
よ
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

☎
62
・
1
1
9
2

　

国
際
成
人
力
調
査
は
、
成
人
が
日
常

生
活
や
職
場
で
必
要
と
さ
れ
る
技
能

（
成
人
力
）
を
ど
の
程
度
持
っ
て
い
る

か
を
調
べ
る
、
経
済
協
力
開
発
機
構
が

進
め
る
国
際
比
較
調
査
で
す
。

　

8
月
〜
平
成
24
年
1
月
に
、
民
間
調

査
会
社
に
委
託
し
、
16
歳
以
上
65
歳
以

下
の
人
か
ら
無
作
為
に
対
象
者
を
抽
出

し
調
査
し
ま
す
。
対
象
者
に
は
7
月
末

以
降
に
文
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

国
立
教
育
政
策
研
究
所　

☎
0
3
（
6
7
3
3
）
6
9
3
9

農
産
サ
ポ
ー
タ
ー
講
習

東
日
本
大
震
災
写
真
パ
ネ
ル
展

夏
休
み
ア
ニ
メ
映
画
会

夏
休
み
上
映
会

サ
マ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

親
子
で
楽
し
む
音
楽
会

食
育
フ
ォ
ー
ラ
ム
講
演
会
「
メ
タ
ボ・

糖
尿
病
の
予
防・改
善
の
た
め
に
」

目
の
見
え
な
い
方・見
え
に
く
い
方
の

た
め
の
福
祉
フ
ェ
ス
タ
2
0
1
1

難
病
講
演
会

写
真
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

第
7
回
四
国
霊
場
88
サ
イ
ク
ル
駅
伝

下
水
道
排
水
設
備
工
事

責
任
技
術
者
資
格
認
定
共
通
試
験

講
演
会
「
讃
岐
の
祭
〜
ち
ょ
う
さ

文
化
を
中
心
に
〜
」

香
川
高
等
専
門
学
校
詫
間
キ
ャ
ン

パ
ス
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

　このたび、次の皆さまより善意のご寄付をいただきま
した。厚くお礼申し上げます。　　　　（敬称略・受付順）

社会福祉協議会へ
山本町

仁尾町

財田町

三野町

三野町

白川　博章

辻　　兼造

図子　　寛

塩田政太郎

尾崎さちよ

マリンウェーブ　☎56－5111▼

そ
の
他

（6（6月受付分）月受付分）心温まる贈りもの

三豊市の人口 平成23平成23年7月1年7月1日現在日現在
（　）（　）内は前月比内は前月比

　今月の数字は・・・69％。これは、カロリーをベース
にした、三豊市の食糧自給率の数字です。日本全土での
食糧自給率は40％前後で推移していますから、これはか
なり高い数値と言えます。豊かな農地や漁港など、三豊
市が自然に恵まれていることを示す数字です。近年各地
で地産地消の動きが広がっています。今見直されている
食育という観点からも、三豊市は非常に恵まれた環境と
いえるのではないでしょうか。

問い合わせ　政策課　☎73－3010▼

日 時
料 金

出 演

日 時

料 金

出 演

8月21日（日）午後5時開演
一般2,000円　高校生以下800円　
親子ペア2,500円【全席自由席】
桂　こけ枝

日 時
料 金
出 演

8月25日（木）午後7時開演
一般500円　学生100円
フルート尾崎智子　ピアノ澤田恭子

水木一郎　アニソンライブ

みとよGENKIプロジェクト　桂こけ枝とこども落語祭り！

マリンウェーブ情報 みとよデータボックス 災害対策セミナー in 三豊

※香川県人口移動調査による
問い合わせ　西讃保健福祉事務所　☎25－4066▼

トロイムデュオコンサート ～フォーレ特集～

国
際
成
人
力
調
査
を
実
施

8月29日（月）午後1時～4時
高瀬町農村環境改善センター
1）障害者とその家族・要介護者の家族
2）民生委員・児童委員
3）自治会・自主防災組織役員等
4）老人・障害者福祉施設職員
5）ボランティア・NPO
6）市社会福祉協議会・市職員　他
150人
基調講演「災害の基礎知識と災害の備え」
　講師　香川大学教授　長谷川 修一　氏
事業説明「障害者や要介護者の災害対策の現状
　　　　　と課題について」
　 説明　香川県社会福祉協議会

三野町

三野町

詫間町

豊中町

細川　健治

長尾　真弓

白井　年子

矢野　　博

日向家ひかる（中1）　秋月亭大誠光（小6）　池田家大吉（小6）
KOHARU亭たいちろう（小5）KOHARU亭けいじろう（小3）

好評販売中

香川県建設労働組合仁尾支部　仁尾町

世帯数 世帯（＋11）22,880 総人口 （－7）人68,039

「障害者や要介護者の災害への備えについて」
～家庭の備えと地域の支援を考える～

日 時
場 所

内 容

対 象

定 員

〔デジサポ香川〕  ☎087-883-5521
（平日）9:00～21:00  （土日祝日）9:00～18:00

テレビが見えなくなった（「砂嵐」になった）人は
デジサポにお電話ください。
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学校のよき伝統を引き継いで

比 地 大 小 学 校
子どもたちが心を動かして遊ぶ環境づくりを

高 瀬 中 央 保 育 所

　

比
地
大
小
学
校
で
は
住
み
よ
い
学
校
・
地

域
社
会
を
め
ざ
し
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
を
し
て
い
ま
す
。

　

毎
週
金
曜
日
の
朝
に
は
、
児
童
会
と
環
境

委
員
会
が
中
心
と
な
り
、
リ
サ
イ
ク
ル
回
収

（
ア
ル
ミ
缶
・
牛
乳
パ
ッ
ク
・
キ
ャ
ッ
プ
・

靴
）
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ア
ル
ミ
缶
回

収
に
は
地
域
の
皆
さ
ん
に
も
協
力
し
て
い
た

だ
き
、
そ
の
収
益
金
で
、
と
よ
な
か
荘
に
希

望
の
品
を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
金
曜
日
の
昼
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

清
掃
を
し
て
い
ま
す
。
縦
割
り
班
構
成
で
、

学
校
内
だ
け
で
な
く
、
学
校
周
辺
や
比
地
大

駅
周
辺
も
き
れ
い
し
て
い
ま
す
。
6
年
生
は
、

地
域
の
人
と
一
緒
に
、
駅
前
広
場
の
花
の
植

え
替
え
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
活
動
は
、
比
地
大
小
学
校
の
よ

き
伝
統
と
し
て
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

0
歳
児
か
ら
5
歳
児
ま
で
が
生
活
す
る
高

瀬
中
央
保
育
所
で
は
、
遊
び
環
境
の
見
直
し

を
図
り
、
自
分
か
ら
心
を
動
か
し
て
遊
ぶ
環

境
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ひ
と
つ
に
、
園
庭
の
で
こ
ぼ
こ
山
が

あ
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
は
、
そ
こ
で
裸
足

に
な
っ
て
土
遊
び
や
泥
ん
こ
遊
び
を
楽
し
ん

で
い
ま
す
。

　

あ
る
雨
上
が
り
の
園
庭
。
で
こ
ぼ
こ
山
に

は
「
こ
の
土
が
ネ
バ
ネ
バ
だ
か
ら
い
い
よ
」

と
3
歳
児
に
教
え
て
い
る
5
歳
児
や
「
も
っ

と
穴
を
掘
る
か
ら
手
伝
っ
て
」
と
友
だ
ち
を

呼
ぶ
4
歳
児
。
裸
足
で
歩
き
回
り
土
の
感
触

を
楽
し
ん
で
い
る
2
歳
児
な
ど
、
泥
だ
ん
ご

作
り
や
穴
掘
り
に
夢
中
に
な
っ
て
い
る
子
ど

も
た
ち
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
園
庭
の
隅

に
は
、
並
ん
だ
お
団
子
と
思
い
き
や
『
み
ん

な
で
つ
く
っ
た
ヘ
ビ
』
が
完
成
。「
全
部
で

1
0
0
以
上
並
べ
た
よ
」「
一
つ
ひ
と
つ
泥

の
色
が
違
う
ん
で
」
と
自
慢
げ
に
話
す
子
ど

も
た
ち
。

　

ワ
ク
ワ
ク
感
や
挑
戦
す
る
醍
醐
味
を
体
全

体
で
体
験
し
な
が
ら
、
達
成
感
や
満
足
感
を

覚
え
て
い
き
ま
す
。
そ
の
経
験
を
大
切
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▲ 駅前広場の花を植え替えました▲ 泥だんごを並べて作った「ヘビ」だよ

知的財産・技術相談会
登録商標や企業・技術紹介の相談（要予約）

商工観光課　☎73－3042

日　程 時　間 場　所
9：30～15：00 豊中町保健センター9日(火）

※休日当番医は、都合により変更になることがあります。

休日当番医 歯科

日　程 時　間 場　所

13：00～16：00 西讃農業改良普及センター
24日（水）
25日（木）
26日（金）

対象は、新規就農予定者・就農5年以内の農業者（要予約）
就農相談 担い手育成総合支援協議会事務局　☎62－3075

日　程 時　間 場　所
10:00～11:30 上高野文化センター 8日（月）

職業相談 上高野文化センター　☎62－2377

総務課　☎73－3000または各支所行政相談

三野町社会福祉センター
豊中町保健センター
高瀬町農村環境改善センター
山本庁舎
財田庁舎
詫間福祉センター
仁尾庁舎

日　程 時　間 場　所
13：00～15：00
10：00～15：00
10：00～15：00
13：00～15：00
13：15～16：00
13：00～16：00
10：00～15：00

 3日（水）

8日（月）
　

9日（火）
15日（月）

脳きらり教室 地域包括支援センター　☎73－3017

高瀬町農村環境改善センター　
マリンウェーブ
市民交流センター
財田町国保高齢者保健福祉支援センター
仁尾町文化会館
三野町保健センター
山本町保健センター

日　程 時　間 場　所

 13:30～15:00

 9日(火)
10日(水)
16日（火）
19日（金）
23日（火）
24日（水）
26日（金）

日　程 時　間 場　所
仁尾庁舎
財田町国保高齢者保健福祉支援センター
三豊市役所
三野町保健センター
豊中庁舎
山本町保健センター
詫間福祉センター

10：00～11：00

1日（月）
9日（火）
11日（木）
12日（金）
17日（水）
18日（木）
24日（水）

高齢者あんしん相談 地域包括支援センター　☎73－3017
認知症や介護に関すること、成年後見制度や高齢者虐待などの相談

8月
Aug

乳幼児健診 子育て支援課　☎73－3016

豊中
三野
豊中
三野
豊中
三野

16日（火）
23日（火）
4日（木）
11日（木）
18日（木）
25日（木）

13:30～13:50

※場所日　程 受付時間対　象
4・10カ月児健診

（平成23年4月生まれ）
（平成22年10月生まれ）

3歳児健診
（平成20年1月生まれ）

1歳6カ月児健診
（平成22年1月生まれ）

※乳幼児健診は子どもの成長・発達を知る節目の時期に実施しています。  
　ぜひ、この機会に受けましょう。

日　程 医療機関名 電話番号市町名
三豊総合病院
森歯科医院
みやざき歯科医院
ウキタ歯科医院
白井歯科医院

7日（日）
14日（日）
21日（日）
28日（日）
9月4日（日）

観音寺市

詫間町
観音寺市
三野町

52－3366
25－2077
83－7222
23－3123
72－5237

農事相談 農業委員会　 73－3046
日　程 時　間 場　所

13：30～16：00
詫間福祉センター
仁尾庁舎
財田庁舎

2日（火）
3日（水）
5日（金）

人権相談 人権課　☎73－3008または各支所
日　程 時　間 場　所

10：00～15：00

山本町農村環境改善センター
豊中町保健センター
財田庁舎
高瀬町農村環境改善センター
詫間福祉センター
三野町社会福祉センター

3日（水）

4日（木）
8日（月）
10日（水）
17日（水）

福祉課　☎73－3015精神デイケア

10:00～11:30

13:30～15:30

日　程 時　間 場　所
4日（木）
11日（木）
18日（木）
16日（火）

高瀬町公民館（さくらの会）

詫間福祉センター（みつより会）

福祉課　☎73－3015こころの健康相談

10:00～11:30
13：00～15：00

日　程 場　所時　間
詫間福祉センター
高瀬町農村環境改善センター

 5日（金）
22日（月）

休日当番医
日　程 医療機関名 電話番号市町名

山地外科医院
宮崎内科医院
嶋田内科医院
石川医院
池田外科医院
今滝医院
平林医院
中央クリニック
細川病院
たしろ医院

 7日（日）

14日（日）

21日（日）

28日（日）

9月4日（日）

三野町
観音寺市
三野町
観音寺市
豊中町
観音寺市
詫間町
観音寺市
詫間町
観音寺市

72－2577
25－1280
73－5178
54－5511
62－3151
27－6218
83－2221
25－0755
83－2211
25－8413

三野 28日（日） ９：１５～９：30

※場所日　程 受付時間対　象
16週以降の妊婦と夫
（希望者は2日前までに　　
　電話でお申し込みください）

パパママ教室 子育て支援課　☎73－3016

三野 9月14日
（水）

９：４０～１０：00

※場所日　程 受付時間対　象
2～6カ月の乳児と保護者
（希望者は8/31～前日までに
電話でお申し込みください）

ベビーマッサージ教室 子育て支援課　☎73－3016

高瀬 24日（水） 9:15～9:30

※場所日　程 受付時間対　象
プレママひろば 子育て支援課　☎73－3016

16週以降の妊婦
（希望者は前日までに　　　
　電話でお申し込みください）

豊中 9月7日
（水） 10：15～10：30

※場所日　程 受付時間対　象
1歳未満児を持つ家族
（希望者は8/31までに電話でお
申し込みください）※託児あり

離乳食講習会 子育て支援課　☎73－3016

※場所　豊中…豊中町保健センター　　三野…三野町保健センター
　　　　高瀬…高瀬地域子育て支援センター

子育て支援課　☎73－3016児童相談

13：30～15：00
日　程 時　間 ※場　所

豊中23日（火）
◎県の専門員が相談に応じます。◎希望者は事前に電話でお申し込みください。

健康課　☎73－3014献血

9：00～15：00
日　程 場　所時　間

三豊市役所　 　26日（金）

日　程 時　間 場　所

9：30～11：00

4日（木）
10日（水）
18日（木）
19日（金）
22日（月）
23日（火）
24日（水）

詫間福祉センター
山本町保健センター
財田町国保高齢者保健福祉支援センター
豊中町保健センター
三野町保健センター
仁尾町福祉会館
高瀬町公民館

健康相談 健康課　☎73－3014

※　　　は管理栄養士の栄養相談もあります。要予約

血圧測定・尿検査・健診結果や生活習慣病予防等の相談



香
川
県
三
豊
市
高
瀬
町
下
勝
間
2
3
7
3
番
地 

0
8
7
5
（
7
3
）
3
0
0
1

平
成
２３
年
8
月
１
日
発
行

発
行
・
編
集　

三
豊
市
役
所
総
務
部
秘
書
課

8
2011

月号

広
報
み
と
よ

～瀬戸内海を舞台に活躍した人物が眠る古墳～

＜生涯学習課＞

　市指定史跡である吉吾古墳は、詫間町荘内半島の積に
所在します。古墳は方墳(方形の古墳)といわれていました
が、図面など基礎的データがないため不明な点がありまし
た。また、古墳から東に9ｍ離れた場所には「箱式石棺」と
呼ばれる埋葬施設が1基露出しています。古墳の形状や箱
式石棺の規模などを明確にするために、5月から7月にかけ
て発掘調査を行いました。
　発掘調査の結果①古墳は方墳ではなく円墳(丸い古墳)
であること②大きさは直径約10ｍであること③出土した
須恵器(古墳時代の食器：朝鮮半島から日本に伝来)から、
古墳時代後半(6世紀ごろ)に築造されたことなどがわかり
ました。そのほか、古墳と箱式石棺の間は9ｍほど離れて
いますが、その中間部分に両者を区画する溝があることも
わかりました。また、箱式石棺の長さは、約2.9ｍと市内で
は最大規模であることがわかりました。
　詫間町には志々島と本村中周辺に箱式石棺があります(
後者は詫間町歴史民俗資料館に移築)。規模は前者が約
2.3ｍ、後者が約1.9ｍです。高瀬町にある矢ノ岡古墳の石
棺が約1.6ｍですので、規模が大きいのが詫間町の特徴と
いえそうです。
　吉吾古墳からは詫間湾が見渡せ、粟島・瀬戸大橋などを
一望することができます。また、記録では釣針が石棺内か
ら出土したという記録もありますので、ここに眠る人物は瀬戸内海をフィールドに活躍していたことが推測で
きます。

吉吾古墳

　平成9年の国民文化祭のときに、うどんのお接待をしたのがきっ
かけで発足した大見公民館うどん同好会。現在、会員は37人。市内の
イベントや小学校でうどん教室を開くなど、昔ながらの生地からの
うどん作りを教えています。この日は吉津小学校の4年生にうどん
作りを伝授。「香川伝統のうどん作りを体験して、おいしく食べてく
れたらそれでいい」と、顔をほころばせる代表の白井節雄さん。「みん
なの喜ぶ顔が見たくて」と言っている皆さんの笑顔は、とても素敵で
輝いていました。

ほうふん

す え き

き ち ご

はこしきせっかん

つむ

▲発掘された箱式石棺

▲吉吾古墳(奥)と箱式石棺(手前)
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